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㌻ 一： 第1回 里山フエスティバル開催報告書の発行に寄せて 一 噸
／

森林、谷津 田、水辺などが一体 となって織
り成す里山は、房総の美 しい景観 をつ くるだ

けでなく、多様な生き物のゆ りかごとなって
います。

その里山を、600万 県民が力 を合 わせ て

守 り、次 の世代に引き継いでいくため、昨年
5月18日 、全 国に先駆 け千葉 県里 山条例 が

施行 されま した。

それから1年 、県内では里 山の保 全 に向け
た、 さまざまな活動が行われ るようになりま

した。条例に基づき認定を受 けた里山活動協

定は22件 にのぼ ります。各 地で市民団体が
里山に入 り、樹木の下刈 りや間伐な ど里山環

境の整備に汗を流 しています。

先般、条例施行1周 年 を記念 して、木更津

市の かず さアカデ ミアパークにおいて第1回
里 山フェスティバル が開催 されま した。素晴

らしいお天気の もと、約1，000人 の参加者

が、里 山活動体験や里 山の市に参加 した り、

里山シンポジウムで、里山の現状 と未来につ

いて熱 く語 り合いました。

特にシンポジウムでは、いくつかの分科会
を拝見 させていただきましたが、 レベルの高

さと参加者の熱心 さに頼 もしい思いをいた し

ま した。

この うね りがもっと多 くの県民の皆さんに

広が り、 さまざまな立場の方々がパー トナー

シ ップを組み、環境の世紀にふ さわ しい人 と

里山の新たな関係が築かれていくのだ と思い

ます。

千葦県知事 堂本 暁3・

メインホールの階段で参加者の皆さんと記念撮影

言し
〆

良
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里山活動体験 （かずさ1号 公園）

第54回 全国植樹祭で参加者が約4，000本

の記念植樹を行いました。

あれから1年 が経ち、雑草がこの植栽木の

背と同じくらいに伸びたので、一般公募の皆

さんと君津市の緑の少年団が森林ボランティ

アと協力して下刈りを行いました。

作業を始める前に緑化推進員会の職員の方から

説明があ りました。

背丈程に大きくなった雑草を刈り払っています。 みどりの少年団も大人と一緒に下草刈りを行いました。

下刈 り作業が終わって、一般公募の皆さんと森林ボランティアで記念撮影をしました。
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里山の市 （かずさ1号 公園）

磯

里山の市会場の全景

嘉

麺』
大槻副知事も視察に来られました

里山の市では、森林組合などの

林業関係団体や木更津市、君津市

の農業協同組合などの協力により、

地元の里山産品の販売や展示を行

いました。

／

木工教室では、手伝ってもらいながら本箱を作りました。
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間伐材を輪切 りにして名札を作りました。
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（関連行事）第54回 全国植樹祭記念碑除幕式

第54回 全国植樹祭の式典が行われた

かずさDNA研 究所芝生広場に建立さ

れた御製記念碑と同じく植樹会場に建

立された記念碑の除幕式を行いました。

御製記念碑 （かずさDNA研 究所芝生広場）
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全員で綱を引き除幕をしました。

怒ど

招待者と木更津市、君津市のみどりの少年団と一緒に記念撮影をしました。

4 第1回 里山フェスティバル報告書



植樹祭記念碑

弓
ヨ
」」
ご
d
寸
ヨ

＝」

］

一」

］

」
］

「イ寸
］

「べ
一i

4

］

］

］

ヨ

一」
］

一弍

一ー
コ
ロ
一メ

」］
rヨ

〕d

」」
］

可

＝

］

」
一

（かず さ1号 公 園） かず さ1号 公 園記 念碑 の除幕後 に記 念撮影 を

しま した。 ，
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開 式

第54回 全国植樹祭記念碑除幕式次第
（かずさDNA研 究所芝生広場御製記念碑）

千葉県知事あいさっ

記念碑建立の経過報告

除 幕

閉

千葉県知事 堂本暁子

千葉県議会議長 代理 農林水産常任委員長 皆川輝夫

千葉県副知事 大槻幸一郎

木更津市長 水越勇雄

君津市長 三浦公明

木更津市議会議長 貫 一義

君津市議会議長 奥倉文雄

（社）千葉県緑化推進委員会 会長職務代理者 副会長 小川洋雄

千葉県議会議員 渡辺二夫

千葉県議会議員 中村昌成

千葉県議会議員 川名寛章

千葉県議会議員 鈴木洋邦

千葉県森林組合連合会 副会長 酒井茂英

（財）かずさディー ・エヌ ・エー研究所長 大石道夫

（株）かずさアカデミアパーク社長 田中俊成

千葉県木材振興協会長 並木瑛夫

千葉県農林水産部長 磯貝正尚

千葉県君津農林振興センター所長 鈴木耕士

千葉県北部林業事務所長 真下孝之

千葉県中部林業事務所長 鈴木和彦

千葉県南部林業事務所長 佐藤忠士

千葉県森林研究センター長 田中 元

千葉県木更津市立鎌足小学校みどりの少年団 （13名 ）

千葉県木更津市立鎌足中学校みどりの少年団 （2名 ）

千葉県君津市立北子安小学校みどりの少年団 （8名 ）
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第54回 全国植樹祭記念碑除幕式次第
（かずさDNA研 究所芝生広場御製記念碑）

開 式

千葉県知事あいさっ
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里山シンポジウム主催者 あいさつ

里山シンポジウム実行委員会会長 金親 博榮

（

お は よ うござい ます 。

今 日は、朝早 くか らかず さアカデ ミアパ
ー クまで お越 しいただ きま して、 あ りが と

うご ざい ます。満 場 の観 衆 とい うこ とで期

待 を して いま したが 、多少 まば らでは ご ざ
い ます けれ ど、 よ く外 国の学会 で は、 この

よ うな ことが あ る言 う風 に聞いて安 心 して

お ります。

今 日は午後 までセ ッシ ョンが続 き ます の
で よろ しくお願 いいた します。

私 は、 ご紹介 いただ きま した金親 博榮 と
申 します。

本 日は、千葉 県 の内外 か らお越 しいただ

きま して あ りが と うご ざい ます。

昨年春 、 この かず さア カデ ミアパー クに
おい て、第54回 全 国植 樹 祭が 開かれ ま し
た。 その 同 日 「里 山条例 」が施行 され た の

を機 に、 「里 山の 日」 を千葉 県 が定 めま し

た。

今 日の シ ンポ ジ ウムは、 この一周年 記念

行 事 で ある里 山フ ェステ ィバル の 中心 をな
す 催 しとして企 画 しま した。 ス ター トは、

昨年11月 里 山に係 る県 内 のい くつ か の団

体 に、千葉 県及 び千葉 県緑化推 進委 員会 が
加 わ り、仮 の実行委員 会 を立 ち上 げま した。

そ して 、去 る2月14日 には、第1回 里

山勉 強会 を開催 し、300名 余 りのお客様
を迎 える ことが でき ま した。
この勉 強会 を契機 と して 、新 た に参加 し

た い とお っ しゃ る県 民の方 々が加 わ りま し

て 、本 日の シ ンポ ジ ウムの 主催 者 とな り、
この実行 委員会 が 出来上 がる こ ととな りま

した。 その後 、協賛 団体 も大幅 に増 加 し、

100を 超 える こと とな りま した。

古来 、豊 かな 自然 に恵 まれ、温 暖 な気 候
の千葉県 で は、都市 を支 え るた くさんの村
々が有 りま した。

農 村 では 、 田や畑 とそれ に連 な る林 が一
つ の輪 とな り、永続 的 な再 生産 を繰 り返 し

た訳 で あ ります。

しか し、近年 そ のサイ クル が分 断 され 、

生活 の あ らゆる面で 見 られ るの と同 じく、

対処療 法 的 な対応 と、 とぎれ とぎれ の社 会

現象 が 目立つ よ うにな りま した。 里 山の荒
廃 もそ の1例 と言 える と思い ます。

昔か ら、 山の木 を育て 、それ を売 って生

計 を立 てて きた のが林 業家 で した。現 在 で
は、樹木 の販 売で生 計 を立てて い る林 業家

は千葉 県内 では1軒 もな くな って しま った
とい うのが現状 で あ ります。

生業 （な りわ い） としての木材 生 産 は成

り立 たな くな ってい る とい うこ とを知 って
い る方 々 は本 当 に少 ない。その こ とを私 は、
この シ ンポ ジ ウムの実行 委員 となって初 め

て認 識 す るよ うにな りま した。

山の木 は、立木 の ままで は、現在 は、多
くは無価値 です。 売却 して も全 くお金 に な

らない とい うこ とです。

材 木屋 さん か ら言 えば 、切 り倒 して 、 山
か ら運び 出 して トラ ックで木材 市場 や製 材

所 に運ぶ コス トを木材 の市場価 値 か ら差 し

引 く と、立 ってい る丸太 （立木） の代 金 を

山主 に支 払 うこ とがで きない とい うこ とで
す。 です か ら特 別 な有利 な事情 が ある もの

だ けが 、市場 に 出て価 格 を形成 す る こ とに
な ります。

ほ とん どの林 家 には 、山林 は所得 を生 ま
ない重荷 に成 って きつつ あ ります。

里 山の多 くが 、放 置 され るまま とな って
い る大 きな原 因 には 、山仕 事 に経済 的 な期

待 を持 て な くなって い るとい う現状 が あ り
ます。
この よ うな 中で、 この荒れ た林や 畑 が元

来持 って いた いろい ろな役割 ・機能 を改 め
て注 目すべ き時が来 たので あ ろ うと思 い ま

す。
今 日のシ ンポ ジ ウムで は、そ の多 くの機

能 を と りあ えず11の 分 科 会 に 分 け ま し
た。 分科会 で は、各 々の分 野で の市 民や 専

門家 に加 え 、その分 野 に関係 す る県庁 内の
各課 の方 々 に出席 をお願 いいた しま した。
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里 山は、や や もす る と森 林や林 業 だ けの
もの と取 られ が ちです けれ ど、私 た ちは森

林 は もち ろん、 田畑 や池や 沼 も含 ん だ環境
と人 々の暮 ら しの総 体 と捕 らえ、広 い視 野

での保全 ・活用 の取 り組み が必要 と考 えて

お ります。

特 に行 政 の方 々 との関係 につ いて は、そ
れ ぞれ の枠 を越 えた、複合 的かっ総 合 的な

取 り組 み の必 要 性 を感 じて い る と こ ろで

す。
本 日は、森林 ・み ど りに関わ る方 々 を始
め 、幅広 い分野 の大勢 の方 々にお越 しいた

だ きま した。 この意味 では 、従 来 の枠 組 み

を一歩 踏み 出た試 み にな る もの と考 えて お
り、御 協力 くだ さった方 々 には、深 く感 謝

申 し上 げ る次 第で あ ります。

複 数 の分科 会 に参加 したい と考 えてい ら

れ る方 々 も多 い こ とと思い ます。

前半 で は、基調講 演 に加 え、各 々 が別 室
にて勉 強 し、互い の認 識 を深 める場 と して

分科会 を設 定い た しま した。

後 半で は、互 い に他 の分科 会 の話 も聞 く
こ とがで きる時間 を設 定 してお ります。

本 日は 、 この シ ンポジ ウムが長 い里 山再
生活動 の大 き な出発 点 とな り、近 い将来 、

命 を育 む多 くの里 山が 、再び この千葉 県 に
蘇 る 日が近 い もの と確信 して努 力 して参 り
たい と考 えて お ります 。

準備 期 間 が短 く、制約 も多 い中、 全員 が
ボ ランテ ィアのス タ ッフ と して一所懸命 と
の思 い で努 めてお ります。 不十分 な 点 もた

くさん あ るか も しれ ませ んけ ど、善意 と寛

容 の精 神 でお許 しくだ さる よ うお願 いす る
とともに、 これ ま での関係 者 、特 にみ ど り

推 進課 、林 務課 、千葉 県緑化 推進 委員会 の

御 協力 に感 謝 して、 主催 者代 表 のあ い さつ
と させ てい ただ きます。

本 日は、 よろ しくお願 いい た します。

／㌘／
駝 ㍗ レ〆 「〆 」
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基調講演 ～里 山 に入 る前 に ～

千葉県副知事 大槻 幸一郎

み な さん、 おは よ うご ざい ます 。

本 当に県 内各地 、ひ ょっ と して他 県 か ら

も ご参加 の方 もい らっ しゃ るよ うで ござい

ます が、 ち ょ うど1年 前 の全国植 樹祭 、 そ

れ か ら、1年 近 くた ちま した が、素 晴 らし

い今 日の天気 の中で シ ンポ ジ ウムが 開かれ

るこ とを心 か ら嬉 しく思 い ます 。

と りわ け、 シ ンポジ ウム実行 委員 会 の皆

様 は、長 い 間 ご苦労様 で ございま した。 今

日一 日、本 当に素晴 ら しい1日 に成 る よ う

祈念 しなが ら、本 日の基調 講 演 に入 らせ て

い ただ きたい と思い ます。

お手元 に、今 日の私 のお話 いた します レ

ジ ュメが入 って い る と思い ます。 パ ン フ レ

ッ トの3ペ ー ジで ご ざい ます。

ち ょ うど2ヶ 月 前 の2月14日 に このシ

ンポ ジ ウムに入 るた めの勉 強会 とい うよ う

な形 で千葉 市 の中央博 物館 の 中で第1回 里

山勉強会 が 開かれ ま した。

そ の延 長 上 で今 日の基調 講演 を行 い たい

訳 で ございます が 、当 日ご参加 してい なか

っ た方 に、2月 の段 階で の レジ ュメ を頭 の

中に入 れ てい ただ きなが ら、今 日のお話 に

入 らせ て いた だ きます。 と申 します のは 、

今 日は 、里 山に これ か ら皆様 が管 理 あ るい

は利 用 のた めに入 る前 に頭 の 中に入れ てお

い てい ただ きたい こ とを3っ ほ どポ イ ン ト

として 、お話 をす る こ とと してい ます。

その1つ は、森 とい うもの は、意外 と私

どもが 日常生 活 して い る市 町村 の都 市部 の

ケー ス と違 って森 の位 置 関係 が、非 常 に曖

昧模 糊 と してい るものの 中に あ る とい うこ

とを、 ど うか皆様 が 、頭 の 中に置 いて い ろ

い ろな協定 を結 ぶ時 に気 を付 けて いた だ き

たい とい うこ とが1つ と、 そ して金親会 長

か らもお話 が ござい ま した が、里 山を持 っ

て い る方 々 の生活 も大変 厳 しい状 態 に置 か

れ てい る とい うこ とを実態 の 中で ご理解 い

た だ くとい うこ とを、そ して最後 に里 山を

管理 す る とい うことが、 どの よ うな意 味 を

持 って い るのか とい うこ とをお 話 申 し上 げ

ます。 か な り専 門技術 的 な話 に入 る とい う

ことで、導入 部 と して前 回の2月14日 に

お話 した こ とを簡 単 に振 り返 って みた い と

思い ます 。

私 自身 は、 昭和45年 か ら全 国の 国有林

の森 を駆 けず り回 りま して 、北海 道 か ら九

州 まで い ろいろ な意 味 で 関わ りを持 った も

の で ございます 。

その 中で の思 い出 をい ろい ろ 申 し上 げま

したが 、 と りわ け千葉 の里 山を見 た時 に気

をつ けてい ただ きた い のは、 昭和45年 に

私 が社 会人 に なって か らの34年 の間 で実

は千葉 県 の森 の1割 も森 で な くなった とい

う事実 を数字 でお 示 し しま した。

そ の大 きな背 景 には 、 ゴル フ場 が かな り

の ウェイ トを 占めてい る こ とや 、採 石 とか

残 土 置場 とか そ んな意 味合 いで形 を変 えた

とい うこ と、今 抱 えてい る問題 と してサ ン

ブ スギ の溝 腐 れ病 が非 常 に頭 の痛 い話 にな

ってい る こ とをお話 申 し上 げま した。

そ して、里 山を考 え る際 に昨年条 例 を作

り、協 定が動 きだ してい る訳 で ご ざい ます

が、特 に民 間企 業 の方々 に里 山 に大い に 関

心 を持 って いた だ きたい と、特 に企 業 の メ

セ ナ活 動 とか 、 さ らに社 員 の研 修 とかに大

いに使 えるん じゃな いか と。
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そ して 、 千 葉 県 の 中 に バ ブ ル 期 に 相 当 企

業 が 買 い 取 っ た 山 が ご ざい ま す が 、 こ の か

ず さア カ デ ミア パ ー ク周 辺 に も相 当 大 き な

面 積 で 特 定 の 企 業 が持 っ て い る場 所 が ご ざ

い ま す が 、 そ うい う場 所 を 大 い に放 出 して

い た だ い て 、 そ の 管 理 をNPOと か い ろ い

ろ な形 で 任 せ て も らえ な い か とい う こ とを

企 業 に 問 い か け て い る と い うこ と を 申 し上

げ ま した 。

これ か らの 、 里 山 整 備 の方 向性 を考 え る

際 に 、5ペ ー ジ の8で 申 し上 げ て お りま す

が 、 今 日会 場 に い ら っ しゃ る一 人 ひ と りが

こ の 里 山 の ドラマ を 演 出 す る 所 謂 演 出 家 、

そ れ が あ な た だ と 自覚 す る 中 で これ か らの

里 山 ・森 を見 て い た だ き た い と い うこ と を

申 し上 げ ま した 。

そ の 場 合 に 視 点 と して 、 「ふ れ あ い 」 と

い う言 葉 を キ ー ワー ドに い つ も使 っ て い る

ん で ご ざ い ま す が 、 森 の 中 で の 「人 と人 と

の ふ れ あ い 」、 そ して 「森 と人 と の ふ れ あ

い 」 の 中 で 森 を 見 つ め て い た だ き た い 。

「ふ れ あ い 」 と い う こ と を英 語 の イ ニ シ

ャルF・R・E・A・1で 表 現 して い ま す

が 、ForestandForestryそ してForThe

Future未 来 の森 ・林 業 に 向 け た 視 点

ResearchRecreateRegenerationと い う こ と

で 研 究 とか 、 な い しは リ ク リエ ー シ ョン

そ して 新 し くRegeneration世 代 が 変 わ っ

て い くそ ん な 視 点 で の 森 を 見 て い っ で も ら

い た い 、 特 に研 究 とい う視 点 で す ね 。

教 育Educationの 世 界 、

冒 険 と して のAdventure

そ して 最 後 にImpresion

森 か らの い ろい ろ な意 味 で の感 動 を 引 き

出 す た め の シ ナ リオ を そ れ ぞ れ 考 え て い く

必 要 が あ るの で は な い か 、 とい うこ と を 申

し上 げ て 、 昨 今 の 大 き な利 用 の ひ とつ に 森

林 セ ラ ピー と い うこ と が 注 目 され て 来 て い

る とい う こ と で ビデ オ で10分 ほ ど ドイ ツ

の森 で の 森 林 セ ラ ピー の 現 状 を ご覧 い た だ

い た とい うの が 、 前 回 の テ ー マ で ご ざ い ま

した 。

そ の 辺 を頭 に置 き ま して 、 これ か ら 申 し

上 げ ま す 「里 山 に入 る 前 」 の3つ の 現 状 と

い うこ と を ご 留 意 い た だ き た い とい うこ と

で ご説 明 申 し上 げ ま す 。
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千 葉 県 副 知 事 大 槻 幸 一 郎

今 ス ク リー ンに映 ってい る絵 は、今 日会

場 にい らっ しゃって い るか も しれ ませ んが

浅 井 さん とい う方 が描 かれ た もの で、 中央

博物 館 の 中村 さんか らお借 りした里 山の絵

で ございます。

ご覧 の よ うに、水 田地 区 さ らに人 工林 の

ス ギ林 、竹 林 、春 で ご ざい ます ので桜 が 咲

くとい うよ うなそ ん な里 山を描 いたす ば ら

しい絵 で ご ざい ますが 、 これ を頭 にお きま

して 次 のス ライ ドど うぞ

3つ のポイ ン トを これ か ら申 し上 げます

が 、 まず 「森 の 区画」。皆 様 が 里 山整 備 に

入 った時 に何 丁 目何番 地 とい うそ の場所 が
一 体 どの よ うに特定 され てい るの か とい う

こ とをまず 知 ってお か なけれ ば ダメです 。

そ のた めに ご理解 いた だ きたい のは 、森

の区画 とい うのは、Aさ ん とBさ んが 、古

くか ら、明治 年 間か らここが 自分 の山 とい

うこ とを描 いた絵 図面 的 な ものが登記 され

て い るのが一般 的 で ございます 。

皆様 が住 んで い る 自分の住 宅 ・マ ン シ ョ

ンな どのい ろい ろな所 は、 ちゃ ん と何 丁 目

何 番 地 とい うよ うな形 で登記 が きち っ と さ

れ、 その 面積 、位 置 が 明確 にな ってい るん

で ご ざい ます が、現在 有 ります行 政情報 と

して は、位 置 とか広 さこれ を確 定す る もの

と して森 林 計画 図 とか森林 簿 とか い うもの

が ござい ます。

これ は、 皆様 の近 くの 市町村 とか農 林 振

興セ ンター に行 きます と現 物 が ご覧 に な る

こ とが で きます け ど、 実 は、 いずれ も信頼

度 が低 い とい う形 で これ か らそ の 内容 をお

話 します。 （次 ど うぞ）

これ はです ね、森 林 計画 図 とい うもの が

ど うい うもので あるか とい うこ とを描 い て

あ ります が、地形 図上 で森林 の範 囲 を示 し、

その 面積 を測定 した もの を森林 簿 とい う簿

冊 の 中に面積 を確 定 してお ります。



残 念 なが ら、境 界 を きちっ と測量 され て、

そ の境界 の場所 に杭 が入 って い る とか、 そ

うゆ うもの は、非 常 に少 な い とい うの が現

状 で ござい ます。

か な り専 門的 な話 にな るので少 し難 しい

か も しれ ませ ん が、今私 が手 元 に持 っ てお

ります のは 、 この よ うな山 を管 理す る際 に

（使 用す る） 航 空 写真 で 、飛 行機 か ら撮 っ

た カ ラー 写真 で ご ざい ます が、 この よ うな

もの を森林 のプ ラ ンニ ン グをす る際 のベ ー

スに置 きます。

これ を見 ます とどこが道路 で どこが森 林

か が分 か るわ けで ございます が、 これ を基

に5，000分 の1の 地図 を専 門の会社 が 作 っ

て い きます。 これ をマ イ ラー 図 とい いま し

が 、 この よ うな5，000分 の1の 地形 図 の 中

に どこが森 の位 置 か とい うよ うな こ とを入

れ てい くの が、 この森林 計画 図 で ござい ま

す。

番 号 が入 った り、 「い ろは に ほへ と」 と

か い ろい ろ入 って い ます が 、林班 と呼 んだ

り、準林 班 （林班 に準ず る） とい うよ うに

呼 んだ り、何 丁 目何 番 地何 号ま でい きます

と林 小班 とい うよ うな言い方 で言 った りも

してい ます 。 （次 ど うぞ）

この よ うな地形 図情報 を文字情報 に置 き

換 え ま して 、森林 簿 とい う範 囲 に作 ってお

ります。 県 内で60万 筆 と言 い ます か ら、

60万 の非 常に細 か い単位 での場所 を決 め

ま して 、そ この所 在 、所 有者 、木 の種類 、

年 齢 、木 の高 さ、蓄積 そ して法 的な制 限 と

い うこ とで保 安林 か ど うか とい うこ とをこ

の 図上 の 中にず っ と記入 され て お ります。

これ は、情 報公 開の 対象 に基本 的 にな っ

てお ります ので皆様 い ろい ろ な手続 き を取

れ ば ご覧 に なれ ます。

ただ 問題 は、森 林 の境 界 、 これ が どの程

度 は っき りして い るか とい うの が実 は大 き

な問題 なので ございます。

千葉 県 の森 林 は全体 で約16万3千 ヘ ク

ター ル ござい ます 。 この 中で 国が持 って い

る山 を除 くと純粋 な民有林 とい うので ご ざ

い ます が、15万3千 ヘ ク タール 程 で ご ざ

い ます。

そ の 中で 、境 界 を確 定す るた めに、大 変

古 い話 で ご ざいます が、 昭和26年 か ら 日

本 の戦後 復 興期 に 山のな い しは、平 野 もひ

っ くる めて所 有 界 がは っき りして いな いの

で は 、戦後 の経 済復 興 もまま な らぬ とい う

こ とで国土 調査 法 とい う法 律 に基づ きま し

て、地籍 調 査 とい う境 界 を きっ ち り固 め る

た め の測 量行 為 を事 業 としてず っ と行 って

来 てお ります 。

千葉 県 内は 、終 わ りま した のは まだ9市

町村 で現在 行 って い るのが10市 町村 、全

体 で 面積 的 に12～3パ ーセ ン トしか終 わ

って いな いの が、千葉 県 の現状 です 。県 全

体 で のお話 です が 、それ を森 と言 うもの に

当て は めます と森 全 体で は 、3割 程 度 まで

境 界 が確 定 され てお ります。 しか し申 し上

げま した よ うに国 の持 って い る山 とか は、

き っち り管 理す るた めに境 界 を固 めて お り

ます が、 一般 の皆様 の 山は 、まだ まだ 固 ま

って ない とい う事 で、10％ 程 度 しか境 界

が はっ き りしてい ない とい うのが 現実 で ご

ざい ます。 （次 ど うぞ）

これ を全 国 レベル で見 ます と地籍 調査 と

い うのが 、平均 で45％ 終 わ って い る訳 で

す が 、千葉 県 （の進 捗状 況） は 、残 念 な が

ら12％ で ご ざいます。 北海 道 か らず っ と

沖縄 まで 見 ます と、 ブル ー にな ってお りま

す のが半分 以 上終 わ った場所 、赤 が まだ ま

だ これ か らだ とい うこ とで20％ 未満 、 ご

覧 の よ うに北海 道 と沖縄 県 の両端 が しっ か

り終 わ って いて 、真 ん中 あた りがま だ まだ

これ か ら とい うの が現 実 で ご ざい ます の

で 、千葉 県 の場 合 に は、 山をひ っ くる め地

籍 を固 め るた めにま だまだ 時間 がか か る と

い うのが現 状 で あ ります。 （次 ど うぞ ）

そん な こ とをまず基本 と して理 解 して い

た だ きま して、 い ろい ろ里 山整備 の活 動 と

申 し上 げま して も所 有者 の皆様 との 間で い

ったい どこが 自分 の 山な のか とい うこ とを

確 定 す る時 に、結構 大 きな課 題 が あ ります 。

そ の辺 の相談 は 、地 元の農 林振興 セ ンター

等 で しっか りご相 談 いた だい て現場 の作 業

に入 ってい ただ きた い とい うのが1点 目の

話 です。

次 は、金親 さんか らもお話 が ご ざい ま し

た が、 山 を持 って い る方 の実態 、本 当に林

業経 営 は ど うなって い るんだ ろ うとい う事
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を簡 単 にお話 し申 し上 げます。

森林（里山）所有者の実態

森 林経営 （投 資）は成 り立つか ？

幽 鷲∵
・ 、｛－vパ ｝ ｛，t

，llYai

この ス ライ ドは、丸 山町 の嶺 岡県有林 で

上 にあ ります ので80年 経 ちま した スギ、

下 にあ ります のが30年 の ヒノキ、 この よ

うな上木 と下に有 る下木 が 、 ミックス して

お ります ので 、 この よ うなもの を最 近複 層

林 とい う言葉 で言 われ てお ります。 上 の木

を切 っ て もす ぐに次の若 い世代 が待 ってい

る 、 「常緑 」 常 に緑 の 山を確 保 で き る とい

うこ とで 「常緑 施業 」 なん て言 葉 もご ざい

ます が、水 土保 全 、環境保 全 のた め には、

非 常 に有効 な 山の作 り方で ございます。

しか し光 を ど う入 れ るか とい うことで、

非 常 に難 しい 方法 で ご ざい ます が 、30年

前 か らこの よ うな トライ アル 、試 み をや っ

てい る とい うのは 、千葉 県 は、非 常 に野 心

的な 山作 りに環 境保 全 を意識 した もの を取

り組 んで きた こ とで評 価 され る、 そん な代

表 的 な山 で ございます。 （次 ど うぞ）

木 材 の値 段 の決 め方 って ど うな って い る

の か 皆様 考 え た こ とが 有 りま す で し ょ う

か。 こ こに、町 の 中で木材 の値段 を決 め る

た めにセ リを行 っ てい る、 これ を市場 と言

う風 に言 うと しま しょ う。 こ こで 、 この木

はい くらか とい うこ とを売 り手 と買い手 と

の間 で取 引す る訳で ございます が 、そ うい

う値 段 は 、山 か ら木 を切 り出す た めの伐採

す るた め の費用 、それ と運 ん で来 るた めの

費用 、 それ とのバ ランス で決 ま ってい るの

が現 状 で ご ざい ます。 ま た、外 国 の木材 の

値段 が 、例 え ばス ギに似 た よ うな木 が どん

どん安 く入 って きてお ります が、そ うい う

物 を意識 しなが ら、 こ こで値 段 が決 ま って

い く訳 で ご ざい ます が、基本 的 に こ この値

段 は、切 る値 段 と運 んで くる値段 、そ のバ

ランス で決 ま りま して、そ の差 引 された も

の が山元 に還 元 され る、言 わば 山持 ち さん

の方 に現 金 と して残 る山元価 格 で ご ざい ま
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す。

皆様 頭 の 中で考 えた時 に変 だ な と思 うの

は 、 この 中に造林 経費 、本 当 に木 を植 え る

経費 、植 えた後 に保 育 す る経 費 が一切 市場

の価 格形成 の 中には考慮 され て いな いの が

現実 だ とい う事 を知 ってお いて くだ さい。

（次 ど うぞ）

今値 段 が どの位 動 いて いるか とい う事 を

荒 っぽ く見 てみ ます と、 これ は 、木材 価格

とい うこ とで市場 （し じょ う） の丸太 の値

段 です。 ス ギ 中丸太 とい うこ とで、4mの

長 さ、径 太 さですね14～18cmの 直

径 を持 って い る、そ うい うもの をイ メー ジ

して も らい たい のです が、今 か ら22年 前

の昭 和55年 が 昨今 の木 材価 格 の一番 高 い

時期 で した。1m3当 た りとい う形 で値 段

を決 めて お ります が、35，500円 が 昭

和55年 で ご ざい ま して 、現在 はい くらか、

9，000円 で ご ざい ま して、 当時 の4分

の1の 値段 で取 引 され て い る。

え ら く安 くな って いる もんだ な とい うの

を まず 頭 に入れ てお いて くだ さい。

（次 ど うぞ）

こん な値 段 を頭 に入れ てお い て、平成1

5年 の千葉 県 が持 って い る県 有林 、そ この

値 段 を実 際 に取 引 され た もので調 べて み て

お ります。 平均 してお ります の でか な り荒

っ ぽい数字 で あ ります が、15，000円

の値 段 で取 引 され てお ります。 これ を出す

た めに切 った り、運 んだ りす る値段 が14，

000円 、従 って県有林 に 自由 に残 るの は、

この差 額約1，000円 ち ょっ との値段 で

ございます 。 しか し、 それ で売買契 約 が成

立 してい る訳 で ご ざい ますが 、 よ くよ く考

え る とこ この31，000円 、 これ はち ょ

っ と60年 位 ま で にか か っ た経 費 と して

は、非 常 に高 いの です が、31，000円

ほ どの木 を植 えた り手入れ す るた めの経 費

がか か ってお ります。 これ をま った く無 視

され て15，000円 の値 段 と木 を切 り出

す た めの値 段 の差 がプ ラス なので取 引 が成

立 してい る、それ が現 実で ございます。

（次 ど うぞ）

千葉 県 内全体 を平 均 してみ ます と、 平成

14年 度 の素材 の取 引 が13，600円 程

度 で 、そ して統 計上 この切 った り運 ぶ値 段

が11，900円 程度 、差 引1，700円

の 山元 、 山 を持 ってい る人 にお金 が残 っ て

い る とい うよ うに一 見見 え るんで ござい ま

す が 、 さっ き申 し上 げた3万 円近 くか か っ

てい るお金 が ま った く無視 され て い る、 か



ろ うじて売 買契約 が成 立 して いる とい うの

は、 こん な状 態 にあ る とい うことです 。

世界 的 に この生産す るた めの経 費 、 ここ

に11，000円 位 に なって います が、 ア

メ リカ辺 りを見 ます とこれ の10分 の1程

度 で ございます。 そ うい うた めに いか に こ

の コス トを下 げるか。

また、造林 ・保 育経費 は、日本 平均 では 、

7，000円 前後位 と統 計上 出て お ります

が 、ヨー ロ ッパ も しくはニ ュー ジー ラン ド、

ア メ リカ 当た りを見 ます とその10分 の1

近 い コス トで行 われて い る、それ に勝負 し

な けれ ば 日本 の林 業 が勝て ない とい うのが

現 実 とな ってお ります 。そ のた め に この造

林 補助金 、 造林 ・保育 の ため に国が 出 して

い る補助 金や （地方） 公共 団体 が 山元 さん

に補 助 金 を 出 して い るの が 現 実 で あ りま

す 。 （次 ど うぞ）

今 、1，700円 程 手元 に残 る とお話 し

ま した が、 これ はまれ なケー ス として残 っ

て い るんで ご ざい ます が、 これ を年 間50

0万 円位 （の収入 で） 山だ けで生活 したい

と思 ってい る人た ちが これ を確 保す る とい

う前 提 でい く と、 どれ位 の 面積 があ った ら

良い のか と言 い ます と、 これ は仮 の試算 で

す が 、約600ヘ クタール とい うとてつ も

ない広 い面積 が 、森林 管理 と して必 要だ と

い うこ とにな ります。 （次 どうぞ）

この600ヘ ク ター ル を持 って い る人 が

千葉 県に どの位 い るか とい うことですが 、

統 計 上千葉 県 の林 家1戸 当た りの （所有森

林 ）面積 は 、1町 歩 ち ょっ とで ご ざい ます。

約75％ の人 々は1ヘ ク タール 以 下 とい う

こ とで ご ざい ます ので 、ほ とん どの人 は、

先 ほ どの林 業経 営 の対象 外 とな ってお りま

す。 なお 、100ヘ クタール 以上 の人 が1

5人 ほ どお ります が 、 （そ の 中 で）500

ヘ ク ター ル以 上 をカ ウン トします と3人 し

か い ない とい うのが千葉 県 の現状 で ござい

ます 。 （次 どうぞ）

そ んな こ とで 、林 業 所得 、林 業 白書 の 中

に全 国的 な統 計数 字 が 出てお ります が、平

成2年 か らず っ と追 いか けてみ ます と、平

成2年 度 で120万5千 円です が 、現在 は

21万 円3千 円程 度 の林業 所得 が あ る と言

われ てお ります。 これで は 、専業林 家 と し

て は と うていや れ るわ けで は ござい ませ ん

ので 、金親 さんで は ござい ませ んが 、山 を

持 ってい る方 は どん どん 山の管理 か ら離れ

てい る と言 うのが現 実で ご ざいます。

（次 ど うぞ ）

そ ん な中で 、国勢 調査 で 千葉県 で約50

0人 の林 業 に 従 事 して い る方 が お ります

が 、 ご覧 の とお りに50代 か ら上 、 半分 以

上 の方 が高齢 の方 で と りあえず 山が守 られ

て い る、そ んな現状 にあ ります 。

（次 ど うぞ）

以上林 業経 営 とい うの は、 とてっ もな く

数 字上 か らみ て も大 変 な事 になっ てい る と

い うのを ご理 解 いた だいた と思い ます。

最後 に里 山整備 を考 え るポ イ ン トとと し

て とい う形 でお話 したい と思い ます。

森 か ら水 田、 田畑 、 そ して水 、 この全体

で この里 山 を考 え る必要 が あ る とい うこ と

を皆様 実 践論 の 中で十分 ご承 知 だ と思 い ま

す。若 干 これ か ら里 山の姿 を スライ ドで ご

覧 いただ きます。 （次 ど うぞ）

里山景観

費藤 ・
声L・ ．

筆

収穫期の大山千枚田（鴨川市）

まず最 初 は 、鴨川 の大 山千枚 田、棚 田の

姿 で ご ざいます。 この棚 田の周 辺 にス ギ林

を中心 とした里 山が展開す る訳 で ござい ま

す が 、や は り、水 土、水 の保全 と言 う面 で

の視 点や ら、環 境 ・景観 を維持 す る とい う

面 で の里 山 の役 割 は非常 に大 きい だ ろ うと

思い ます。 この鴨川 の棚 田は、 国の特 区制

度 に登録 され てお りま して 、 この水 田 を利

用 す るため に通常 です と、農 地法 とい う法

律 の規制 の 中で農 業 関係 団 体組織 若 し くは

市 町村経 由で なけれ ば一般 の方 々 が この棚

田を活用 ・利 用 がで きな いので ご ざい ます

が 、特 区指 定 が され ま して、農 家 の方 か ら

ダイ レク トに一般 個 人の方 々 と賃貸 関係 が

結 べ る よ うな仕組 み が スター トしてお りま

す。 （次 ど うぞ）

次 は 、里 山の景観 の 中で これ は、木 更津

の社会館 とい う所 で森 の保 育園 をや って い

らっ しゃ る宮 崎 さんの場 所 の里 山で ござい

ます。 言 わ ば谷津 田が入 った 中で この奥 に

子 供 た ちの フ ィー ル ドが い ろい ろ な展 開 を

してい る、そ んな場所 の里 山で ご ざい ます。
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（次 ど うぞ）

これ は夷 隅川 流域 の水 に浮 かぶ里 山 とい

う雰 囲気 の写真 で ご ざい ます が、 こ こに橋

が有 ります よ うに夷 隅川周 辺 の里 山で5月

か ら6月 にか けて の姿だ と思 います。 以上

が千葉 県 の代表 的 な里 山の姿 で ご ざいま す

が。 （次 ど うぞ）

これ は 、長 野県 の穂 高 、安曇 川 か ら犀 （さ

い）川 を挟 み なが ら北 アル プ ス をご覧 にな

っ てい る訳 で ございます。 ま さか これ を里

山 とい う訳 にはい きませ んが 、 ご覧 に な り

ます とこの辺 の集落 、穂 高周辺 の この後 、

後 背 地 、 日常 の皆様 の生活 と密接 に結び っ

い たそ うゆ う里 山 もある こ とを ご紹 介 して

お きます。 （次 ど うぞ）

㌔

里山の景観

次 は、新 潟 県の北 魚沼 郡 の小 出 とい う町

か ら見 た里 山で ご ざい ます。5月 の連休 に

ち ょっ と行 って きま して、 その時 の写真 で

ござい ます。 これ は八海 山で ござい ます 。

これ は越 後駒 ケ 岳、 ご覧 にな って解 か る

よ うに千葉 とは違 って残 雪 を望み なが ら里

山 と水 田、農耕 との密 接 な関係 が古 く歴 史

を持 っ てい る とい うのが ご覧い ただ け る と

思 います。 （次 ど うぞ）

以 上 の よ うな里 山の景観 が どん どん悪 化

してい る里 山の課題 と して ご覧 の よ うに竹

林 の繁茂 が大 き な課題 に なってお ります 。

40年 前後 の スギ林 の後 に竹林 が入 り、

そ して 、 この竹 林 とこの 間に あるス ギ林 と

の競争 の中で ど うして もス ギの持 ってい る

枝 が竹 にたた かれ なが ら枝 を落 とす 中で ス

ギ がいず れ姿 を消 してい く運命 だ とい うこ

と を これ で ご覧 い た だ け る とか と思 い ま

す。 （次 ど うぞ）
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里山の課題 （スギ溝腐れ病）

鍵蟹
tシク

｝』i・iti｝
，、．，ン 鷲 言 、． 二r㎡

鷺 謬 ㍑ ∵；1；で㌫ ∴念一糊 、、抽，

これ は も う1つ の課題 、ス ギの溝腐 れ 病

で ご ざい ます が、 平成14年10月1日 の

台風21号 の あ と、山武 のす ぐ近 くの姿 で

ございます。 溝腐 れ が入 って お ります弱 い

所 が風 で一 気 に倒 れ て折れ て しまった姿 が

現 状 で あ ります。 （次 ど うぞ）

こんな 問題 を抱 えて い る訳 で ご ざい ます

が、 皆様里 山の整 備 管理 に入 る際 に 自分 の

行 ってい る作業 行為 って一体 なん だ ろ うと

い うこ とを時 に振 り返 って いただ きた い と

い うこ とで、この絵 図 を ご覧い ただ きます。

これ は、今 日のシ ンポジ ウム に非 常 に 関

わ りを持 って いた だい てい る博 物館 の皆 様

が ま とめ られ た本 の 中か らの引用 なん で ご

ざい ます が 、 自然 の植 物 群落 、里 山 もひ っ

くるめ て、植 物 のま とま りを1っ の群 落 と

い うよ うにお 考 えい ただい て結構 だ と思 い

ます が 、子供 の こ ろか ら老 人に な るま で例

えば100年 か かった と します。 この10

0年 の 間 に小 さな若 木 が ち ょっ と大 き くな

り、巨樹 巨木 にな るその間 にい ろい ろな樹

種植 物 が混 じ りなが ら遷 移 して い く姿 、 こ

れ を よ く遷移 、 サ クセ ッシ ョン とい うよ う

な言 葉 で言 って お りますが 、100年 か か

る姿 を100年 でな くて50年 でや って し

ま うとか、100年 で動 くの を途 中の姿 で

出来 るだ け止 めてお こ うとい うのが 、実 は

森 の管理 の持 ってい る本質 で ご ざいます。

遷 移 を早 め る、 目的の姿 の森 を100年

で な くて50年 で作 って しまお う、極 端 に

言 うとス ギの人 工林 の姿 なん てい うの は、

それ に近 い訳 で ございます が 、それ と森 の

動 く姿 をあ る所 で止 めてお こ う。 ご覧 にな

ります と小 さな木 を植 えて、 ち ょっ と大 き

くな った途 中で切 って しま って、 また元 に

戻す 。 この よ うな姿 を遷移 の抑 止 とい うよ

うに専 門用語 で言 ってい るよ うです が 、 こ

の2つ を頭 にお いて森 の管 理 を意識 して く

」



だ さい。 （次 ど うぞ）

雑 木林 の 自然 の遷 移 を止 め る とい うよ う

なモデル と して 、 この ス ライ ドを入 れ てお

ります が、 これ は、千葉 市 の雑 木林 の下層

植 生 を徹底 的に切 った りす る姿 、放 ってお

きます と次 に雑 草 が 出て きた り、笹 が出て

きた りします。 そ の よ うな もの を どん どん

払 っ てい く、そ して、 時に は常木 を切 って

若木 を育 てて 、所 謂萌芽 更新 と言 います が 、

そ うい う形 に持 ってい く、 これ を 自然 の遷

移 を止 め る とい う形 で 管 理 す る訳 で す か

ら、放 ってお け ば どん どん変 わ って い く、

常 に人手 を加 えて い く必 要 が ある とい う姿

で ございます。

ここに、君 津市 の雑木 林 の 中の ミツバ ツ

ツジ を植 えた姿の ス ライ ドいただ いて お り

ます 。君津 市 に は昔か ら ミツバ ツツ ジが 自

然植 生で あ る訳 で ご ざいます が、 い ろい ろ

な心 無 い人 た ち をひっ くるめて どん どん採

られ た後 に これ を どん どん回復 させ よ うと

い うこ とで、 市民運 動 が君 津 市 を中心 に展

開 されて お ります。 そ の よ うな 自然植 生 を

どん どん 回復 させ てあ げ る、潜 在植 生 を ど

ん どんそ こに入 れ てあ げ る とい う意 味合 い

で の里 山整備 活 動 とい うの も非 常 に重要 な

役 割 をもって い るので はない か と思 ってい

ます。 （次 ど うぞ）

森の手入れとは
人間の力で，植物群落の遷移を一時的に

止めたり早めたりすること

曳 ξ9ジ 癖 嶽瓢 時間がかかる，
♂t

、

遷移促進h∫

㍉‘川n（ 目的までの時間を短縮）

（

恒 ㍗ 瓢 　ジを維持する）
十b

今 申 し上 げた よ うな 自然植 生 、元 々潜 在

的 に潜 んで い る 自然 の植 生 を早 く回復 して

あげ よ うとした事 例 を これ か ら申 し上 げま

す。

明治神 宮 は、90年 近 く前 の大正 の5年

前後 に作 られ た森 で ご ざいます が 、皆様 、

明治 神宮 を ご覧 にな ります と本 当に原 生 状

態 に近 い よ うな うっそ うと した暗い森 が 目

の前 に展 開 して い るのがお解 りだ と思 いま

す。 これ をシイ とか カシ ない しは クス の木

が大 きな巨木 となっ てお ります が 、 これ も

人 手 で100年 、200年 か か る もの を9

0年 近 くで回復 させ る とい う試 み で ご ざい

ます し、 千葉 では 、袖 ヶ浦 市 に環境 緑化 セ

ンター とい う県の組織 が ございます が 、そ

の植 生 を ご覧 にな ります と35年 経 ってお

ります が 、 も とも と海 の上 に埋 め立て た場

所 に非 常 に 自然 の姿 が豊 か に回復 して きて

い る、そ の よ うな人 の試 みが あ る とい うこ

とを ご覧 いただ け る と思い ます。

（次 ど うぞ）

人 工林 、皆様 の頭 に有 ります よ うに スギ 、

ヒノキの人 工林 が 日本 国 内 に非 常 に多 い訳

で ご ざい ます が、植 えて か ら下刈 りし除 伐

す る5年 か ら10年 の ター ム （期 間）、 そ

して 、 この よ うな姿 に な るま で50～60

年 経 つ訳 で ご ざい ます が 、 自然 の姿 を早 め

るた め に間伐 、木 がお互 い競争 してい る間

は、抜 い て あげて葉 を伸 ば し、そ して 、生

長 を早 めてや る。 そ の よ うな 自然 の遷 移 を

大 き く進 めて あげ るた めの行為 、 これ が林

業 の作 業行為 です。 （次 ど うぞ）

そ の結果 出来 上が る。 これ は山武 町 の2

00年 生 のス ギの 巨樹 で ございます が 、山

武 ス ギ と して江 戸時代 か ら歴 史 を持 っ てい

る大変 日本 の林 業 の 中で も有名 な場所 で ご

ざい ます が、溝腐 れ病 とい う形 で大 変悩 ま

しい 問題 を抱 えてい る場所 です。

これ は 、長野 県木 曽谷 の 中にあ る赤沢 と

い う場所 にあ る ヒノキで ございます。 これ

を尾 張藩 が人手 で植 えた とい うよ りは 、火

入 れ を した 後 に 自然 に ヒ ノキ が 生 え て 来

た、 そ して今200年 以上 の 巨樹 の森 にな

って い る とい う場所 が ございます。

（次 ど うぞ）

以上 里 山 をい ろい ろご覧 い ただ いた訳 で

ございます が 、頭 の 中に里 山をあ一 だ こ一

だ考 え る以 上 にや は り現地 で汗 をか きなが

ら、森 の整備 そ して利 用 に入 って い く訳 で

ご ざいます が 、今 日 （こん にち） 資源 循 環

型 社 会 と言 わ れ て お りま す 環 境 の21世

紀 、 その よ うな中で森 の持 ってい る役 割 を

整 理 いた します と、木 材 を積 極 的 に利 用 す

る事 が、実 は大気 中の炭素 の積極 的 な 固定

とか 、森 の再生利 用す る事 こそ が 、 このC

O2の 固定 に非常 に役 立って い る とい うよ

うな事 を皆様 普段 お考 えにな った事 が あ る

で しょ うか。

山の木 を切 って使 って しま うと緑 が無 く

な る、イ コール 自然破 壊 だ とよく言 われ が

ちで ご ざいます が、 上手 な利 用 をす れ ば炭

素 を積極 的 に 固定 してい く、 カー ボ ンシ ン
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ク とい う言 葉 で言 われ て い ます が 、大気 温

暖化 を防 ぐた め、 この よ うなCO2を どん

どん 固定化 す るた めの森 を どん どん切 って

循 環 させ る こ とこそが、炭 素 固定 に非常 に

役 立っ ん だ とい うこ とを ご理解 い ただ きた

い と思 い ます し、 これ か らの森 作 り、針葉

樹 の ス ギ ・ヒ ノキだ けで は な く、 ご覧 いた

だ きま した よ うな ヒノキ とスギの組 み合 わ

せ とか、広 葉樹 の森 とか非 常 に幅広 い森 を

作 りなが ら生物 多様性 とか水源 林機 能 の強

化 にがん ば ってい こ うと言 うよ うな視点 も

ございます し、最後 に森 の持 って い る未 知

の力 をお互 い再認 識 しよ うじゃな いか とい

うこ とで生 涯学 習や ら 自然 体験 、森 林セ ラ

ピー とい うよ うな面 での新 しい分野 で の森

の使 い方 が これ か ら注 目され るん じゃ ない

か とい うよ うなお話 を申 し上 げ たい と思い

ます。

最後 に、今 日この会場 に集 ま ってい る皆

様 方 、県の行 政 か ら見 ます と今 日の分科 会 、

い ろい ろな分 野が ございます。 農林 水産 部

が所管 す る よ うな木材 、治 山、水 田そ うい

う分野 で の行政 の 関わ り、環境 生活 部 が所

管 い た します ビオ トープ、産 業廃棄 物 な ど、

都 市公 園 と して の県土整備 部 、観 光 として

の商 工労働 部 、 医療 の健康 福祉 部 、教 育 と

い うよ うな視 点で教 育庁 、 さらに文化 芸 術

も関 わ って くる とい うこ とで、県 の非 常 に

横 断 的 に里 山の利 用 整備 に 関わ ってい く必

要 が あ るだ ろ うと言 うこ とで全 面 的に これ

か らご支援 を してい くとい うこ とを 申 しま

して 、今 日の基 調講 演 に代 え さ してい ただ

き ます。

か な り時 間 を オーバ ー しま した が、 あ り

が と うご ざい ま した。

資源循環型社会における森林

・木材を積極的に利用しよう

CO2の 固定 森林の再生利用

・多様な森づくりに挑戦しよう

針葉樹一斉人工林から複層林・混交林への転換

（生物多様性 水源林機能の強化）

・森の持つ未知の力を発見しよう

生涯学習 自然体験 森林セラピーなど
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パネル討論会
テーマ「里山に託す私 たちの未 来、その現状と展望」
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中村 俊彦 （千葉 県立 中央博物館

千葉市森林組合）

ちば環境情報センター）

千葉まちづくりサポートセンター）

生態 ・環境研究部長）

ヨ 【㌧．

理三「二 ！r－ 、

（中村 ）
コーデ ィネ ー トを努 め させ てい ただ きま

す県 立 中央博物 館 の 中村 で ご ざいます。 本
日の シンポ ジ ウム も大詰 め とい うこ とで、
これ よ りパネル 討論 「里 山に託す私 た ちの

未 来 その現 状 と展 望」 を開催 したい と存
じます。 で きれ ば、 シンポ ジ ウム全体 のま

とめ も兼 ね る よ うになれ ば いい と思 います
の で、皆 さん よろ しくお願 い します。

それ では 、私 の 方か らパネ ラー の皆 さん

を紹介 させ て いただ きます。

私 のお 隣 か ら千葉 県知 事 の堂本 暁子 さん
です。 本 日は大変 お忙 しい スケ ジュール の

中、お越 しいただ きま して誠 にあ りが と う
ご ざい ます。 堂本 さん は、 国会議員 の時 に

IUCN、 国際 自然 保護 連盟 の副 会長 を さ

れ てお られ ま して 、 自然保 護 や生 物多様 性
の専 門家 と して世 界的 に活躍 して来 られ た

方 です。 本 当に今 日は よろ しくお願 いいた

します 。

そ のお 隣 は、副知 事 の大槻 幸一 郎 さんで

す。 大槻 さんは、皆 さん ご存 知 の よ うに森
林 ・林 業 の専 門家 で あ られ ま して、午 前 中
の基調 講 演 をお願 い してい ろい ろ勉 強 させ

てい ただ き ま した。

そ してそ のお隣 、里 山 シンポ ジ ウム実行

委 員長 の金親博 榮 さん です。 金親 さんは 、

千葉 で農 林業 を営 まれ てお られ 、最近 は 、

谷 当 グ リー ン クラブ とい う農 業 、林業森 林

のす ば らしい体 験 の場作 りを 自 ら実践 され

てお ります。

そ のお 隣が小 西 由希子 さんです。 小 西 さ
んは 、副代 表 と してが んば ってい ただ きま

した け ど、 ちば環境 情報 セ ン ター の代表 、

また 、 ちば谷津 田フ ォー ラムの幹 事 も され
てい ま して市 民や子 供 た ちの 自然 体験 の場

作 りの実践 家 と、 それ にそ の研 究 で も活 躍

され てい ます。
そ して 、同 じ く副代表 の栗原 裕 治 さん で

す 。栗 原 さん は、 ア メ リカ の南 カル フォル
ニア大 学 を卒業 され た町づ く りの専門 家 で

す 。現 在 は、NPO千 葉 まちづ く りサ ポー
トセ ン ター の副代 表 と して ご活躍 です 。

今 日の シ ンポ ジ ウムは、11の 分科 会 に

分 かれ 、 里 山の現 状 ・展 望 とい うもの も含
め皆 さん で議論 して いただ いて 、また 、発

表 も して いた だ きま した。私 た ち も討 論 の

中で も現 状 と展 望 とい うもの を中心 に討論
を進 めて い きた い とい うふ うに思 うのです
が、この よ うな里 山に関 わ る活発 な活 動 は、

ご存 知 のち ょ うど1年 前 の県の 里 山条 例 、
これ が大 きな きっか けに な りま した。 そ こ

で まず 、最初 に堂本知 事 か ら里 山条例 の1

年 を振 り返 って 、ま た、今 日のシ ンポ ジ ウ
ム の ご感想 も含 めま して 、千葉 の里 山 の現

状 とい うもの につ い てお話 をいただ けれ ば
と思 い ます。
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（堂本知 事）

千葉県 は 、里 山の 県だ と思い ます。私 は、
1番 高 い 所 は、6，500m位 のマ ナ スル
です とか、 チベ ッ トのカイ ラス 山の 山麓 と

か 随分高 い 山登 りも しま した。

しか し、千葉 に あるの は、400mが1

番 高い 山、とい うこ とは、里 山なん です ね。

山は、高 けれ ばい い と言 うもので は あ りま
せ ん。 先 ほ ど高い 山 はない けれ ど、奥深 さ

は十 分 に千葉 には あ る とい うお話 があ りま
した。

や は り、里 山 とい うこの言葉 、新 しいそ

うです 。 この語源 を先 日調 べ た こ とが ある
んです が 、京 都 大学 の先生 が おっ しゃ りだ

した んだ とか 、写真家 の人 だ とかい ろい ろ

あ ります けれ ど、結局解 った事 は、 同時多

発 的 にみ んな言 い出 した。 それ は、 ど うい

う時 に言 い 出だ した か と言 えば、 日本 人 は
も とも と里 山の文化 を、 あ るい は、森 の文

化 の 中に生 きて きた とい うこ とだ けは確 か
だ と思 います。 障 子 を見 よ うが 、私 た ちの

周 りのお箸1つ 取 ろ うが、 も う、私 た ちの

衣 食住 全部 が 、森 の文化 の 中に有 った と言
って も、過 言 では ない か も しれ な い。も う、

当然 の こ との よ うに、そ の 中に 田んぼ が有

り、 そ して、谷 津 田が有 り、 も う、上手 に
上 手 に天 才的 に 日本人 はそれ を 自分 た ちの

暮 らしの文化 の中 に、 あるい は、芸術 の文
化 、 もっ と、文 学 とか、音 楽 とかそ うい っ
た 、 さっ き楽 器 も作 って くだす って いた け

れ ど、や っぱ り、尺八 とかそ うい った もの
で も、み ん な 日本 に は、 ほ とん どや は り森

か ら採 った もの の楽器 です よね。 そ うい う

よ うな 日本 の中 で、 なぜ 、 里 山 とい うこの

造語 、 とって も古 く、 も しか した ら、 万葉
の昔 か らあ って もおか しくない とい うよ う

な言葉 が なぜ新 しい言葉 な のか。 それ は、

それ は、実 質 的 には 当た り前 の よ うに、 さ
っ き、発表 の 中で も、空 気 の よ うだ とい う

お話 があ りま した けれ ど、私 た ちに とって、

当た り前 の ものだ った ものが 、私 たち の前
か ら1，000年 、2，000年 とい う形 で

申 します と、突然 、本 当に数 十 年 とい う桁
で 、少 な くとも私 が子 供 の時 にい くらで も

あった わ けです か ら、人 の一生 の間 で急 に
な くな った訳 です よね。 一 生 の間 とい うの

は、 ほ んの数 十年 前、数 十年 どこ ろか、 こ
こ20年 とか そ うい うこ とを言 って もい い

位 に急 にな くな った。例 えば、私 が子供 の
時、東 京 で さえ ドジ ョウを採 って、今一 番

開け て しま った 目黒 とかそ うい う所 で も ド
ジ ョウを田ん ぼで採 っ て遊 んで いま した。

そ の 目黒 区に今 、 田ん ぼなん て あろ うはず

もない。 そ うい う里 山 とい うのは 、私 たち
の 生活 のす ぐ傍 に有 った。 それ が無 くなっ

た 時に ものす ごい郷愁 を持 ったん だ と思 い

ます。 中村 先 生 とも誰 が里 山 と言 い出 した
んで しょ うね とい うよ うな話 を した ことが

有 るんです けれ ども、本 当にす ごい郷 愁 で
里 山に対 して 日本人 は心 も体 もそ うい うD
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NAが ワー と戻 って きてい る。 そ して、 そ

れ が、里海 とか 、い ろい ろな、里川 とい う

ものが有 るか も知れ ませ ん が、い ろいろ な
意味 で 自分 た ちの生 活 と密 着 した ものを、

も う1度 、何 と して も取 り戻 そ うとい うの
が、今 じゃない かな と私 は思 い ます 。

県庁 の 中で法律 を作 る練 習 を した こ とが
有 るんです。 若 い職員 の人 は必 ず しも法律
を勉強 を して きた人 には 限 りませ んで した

け ど、そ の人達 が作 ろ うと したのが 、実 は

里 山条例 だ った。 とって も若 い人達 が、 そ
の よ うな こ とをや ってい る とい うこ とで 、

研 修 所 に私 は様子 を見に行 った んです ね。

そ うした ら、里 山条例作 りだ った ので 、「何
これ 、練 習 に しない で、 ち ょ うど植 樹祭 も

ある し、本 番 に して しま った ら」 とい うこ

とか らで、 も とも と、プ ロの行政 マ ンに し
て みれ ば、 「そ ん な里 山条 例 なん て 」 って

い うの がス ター トで あった よ うに記 憶 して
い ます。 そ うい うもの を練 習 に しよ うとい

っの も、 そ うい った若 い人 た ちの求 す る も
のだ った のだ ろ うと思 うん ですね。

国 際的 な比較 をち ょっ とだ け させ て いた
だ くと、今 ご紹介 いただ いたIUCNこ れ

は、 ヨー ロ ッパ が主 な のです け どもフラ ン
ス とか ドイ ツ とかイ ギ リス とかそ うい う国
々、 アメ リカ も含 まれ てお ります が。 生 物

の研 究者 が ど うも地 球の上 がお か しい と思
い だ した の が100年 ぐ らい 前 な の で す

ね。 「何 か変」 だ と。
と ころ が 第 一 次 大 戦 が始 ま って しま っ

て 、それ を守 るこ とがで きな くって 、第2

次大 戦 に入 って今度 は毒ガ ス とかつ い には

原 爆 ま で使 われた。 そ の時 に本 当に生 物 を

専 門 とす る人 は、 これ は何 らか の形 で守 る
こ とを考 え な けれ ばだ めだ とい うこ とを考

えて 、戦争 が終 わ った ときに国連 は安保 理
を 中心 に世 界 の平和 を守 る とい うこ とで、

その ときに 自然 を守 る今UNEP（ 国 際連

合 環境 計画 ） とい うものが あ ります が 、そ

うい うもの も何 もあ りませ ん で した。 しか
し、や は り世界 の識者 はニ ュー ヨー クでは

な くフ ランス の フォ ンテ ンブ ロー の森 の 中
で そ うい った 世 界 の 里 山 じゃ な い の で す

が 、す べて の 自然 は守 って い こ う、 そ うい

うことで国 際的 な組 織 を作 っ た。 これ のユ
ニー クな事 は、今 申 し上げ た よ うにフ ラ ン



ス とか ドイ ツ とか の国 も入 ってい る し、 そ

れ か らNPO・NGOも 入 ってい る し、個

人 は入 ってい ませ んが 、研 究機 関 も入 って
い る とい う世界 的 な組 織 です。 私 は これ と

出会 った のは生物 多様 性 の こ とで夢 中 にな
って駆 けまわ って いた時 なの です け ども、

私 の方 は じつ はIUCNこ とをあ ま りよ く

知 りませ んで した。 中村先 生 の よ うな生物

学 をな さって い る方 に とって は とって も非
常 に権威 のあ る組 織 で有名 な組織 なんです
ね。IUCNと 言 ったた だ けでそれ相 当 の
一つ の権 威 が

、 レ ッ トデー タブ ックを作 っ
てい る ところです け ども、それ でひ とつ権

威 が有 る とい うよ うな組織 です。
とこ ろが 、驚 いた ことに、 も う70何 力

国 と入 って い るの に も関 わ らず 、我 が 日本

国は そ こに加 盟 して いなか った。 だ か ら情
報 も入 って こな い。 そ して先 進 国で は唯一

日本 だけが が入 ってい ない。 そ こで どん ど
ん ラムサール 条約 だ とか ボ ン条約 だ とかそ

れ か らもちろん生 物多様 性条 約 もそ こで起

草 しま した し、それ か ら1番 皆 さん が ご存
知 な こ と と言 えば、サ ステ ィーナ ビ リテ ィ
ー とい う持続 可能 な開発 と言 ってい いのか

デベ ロ ップ メ ン トと言 った方 が 良い んです

け ども、そ うい うコンセ プ トを作 った の も
このIUCNの 人 た ち。 元 々生物 多様性 と
い う言葉 を条約 に付 けたの も この人 た ちで

す。この人 た ちは本 当に世界 の 自然 の保全 、

遺伝 子 の レベル それ か ら種 の レベル そ して
生態 系 の レベル で の生物 を守 る とい うこと
を行 っていま した。 そ こに 日本 が入 ってい

な い。 それ か ら3年 間 とに か く 日本 を国家

会 員 にす る た め に駆 けず り回 っ た ん で す
ね。

今 申 し上 げ た 日本 人の これ だ けの里 山へ
のそ うい う要求 が あ りなが ら、一方 で高度

経 済成長 の間 に 日本 は非 常 に こ う言 った 事
に対 して 国際的 に無 関心 だ った。 残 念 に思

えて な りませ んで した。今 再 び私 た ちは 自

分 の足 元 か ら ど うや って本 当の意 味で の里

山それ は人 と 自然 の 関わ りと今 ず一 と11
の分科会 の報告 が あ りま した けれ ども、人

の側 か ら見 て の事 で した。IUCNで 私 が

学 んだ こ とはや は りも う少 し自然 と人間 の
関 わ りを 自然 の側 か ら見 る とい うこ となの
です ね。

今 日の この シンポ ジ ウム を多分 です ね 、
この辺 りの 里 山、千葉 県 の里 山の木 は風 で

話 し合 って い る と思 い ます よ。 「今 日人 間
た ち はけ っこ う面 白い こ とをや って い るよ

ね。 ヒュー ヒユー 」 とかね。 それ か ら虫 た

ち はチ ョコチ ョコチ ョコチ ョコあ っち こっ
ち行 って 、 「ね 一 ね一 何 か こん な話 を して
い る ら しい よ。」 それ か らコ ウモ リが い る

か ど うか知 らな いけれ ど動物 た ち も草 もみ

ん なで囁 い てい る と思 う。 私 た ちは一番 謙

虚 に成 って 、む しろ私 は 自分 の生 物多様 性
の本 の 中に不思 議 の国 のア リス にな った よ

うな 心 境 とい うこ とを書 い た の で す け ど

も、不 思議 の 国のア リス は動物 た ちが人 間
の話 をす る。 今 日も、 も し私 た ちが草や そ

れ か ら木 や そ して 虫や 動物 み んな の声 を理

解 す る こ とがで きた ら、み ん なす ご く喜 ん
で い る と思 い ます 。 「うん うん これ か ら変

わ るか も しれ な い。」 そ うい う世 界 な ん じ

ゃ ない かな。 も う1回 私 たち はそ うい う本
当に 自分 の生 活 のな かで 、最初 にお っ しゃ
っ た 自然 の香 りを、手触 りを 自然 の感 性 そ

の もの を も う1回 自分 た ちの暮 ら しの 中に

芸術 の 中に 、 さっ き開発 とビオ トー プ とい

う話 もあ りま した けれ ども、そ の母 な る里

山に抱 かれ て と言 うよ うな こ とを取 り戻 し
て い く中で 、人 が豊 かに暮 ら し、そ して 自

分 たち が よ り良 い人 と人 との関係 も、それ
か ら自然 と人 との関係 も作れ て行 くんだ と

思 います。

植 樹 祭 を機 会 にい ろ ん な形 で 条 例 が で

き 、そ の条例 が条例 だけで はな くて 、今 日

皆 さん の ご努力 で ここまで素 晴 ら しい フォ
ー ラムが持 て た事 、そ の事 が、 またひ とつ
の うね りとなっ て、365日 が里 山 の 日で

あ りたい と私 は思 って います 。今 日は皆 さ

ん本 当 に ご苦 労様 です。 そ して私 ち ょっ と
しか分 科会 は覗 けなか った のです け ども、
二つ 三っ覗 かせ て いた だ きま した けれ ども

来年 は全部 出 た いな。 そ して11が 並行 し
て行 われ てい るので、お 互 い見 られ な くて

残念 で した けれ ども、 で も心 は一 つだ と思
うし、何 とか今 ま での い ろんな障壁 を取 り

除い て、 よ り良い里 山づ く り、里海 づ く り
を一緒 にや って行 けた らと思 います ど うも

あ りが と うございま した

（中村）
我 々は ど うして も 自己中心 的 に成 る事 が

あ ります けれ ども 自然 の身 に成 って、 ま た

人 間 も相 手 の身 に成 って 考 え る とい う事 が
非 常 に大事 な事 だ と思 います。 それ で は大

槻 さんに基 調講演 もいた だ きま した けれ ど

も千葉 の里 山の現状 につ いて よろ し くお願
い いた します

（大槻 副 知事 ）
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私 の講 演 の 中で里 山の 映像 を後 半何枚 か

見て い ただ いた と思 います。 そん な意 味 か
ら私 は会 場 にい らっ しゃ る皆 さん は言 わず
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もが な里 山 に大変 関心 を持 っていた だ いて
い る方 ば か りで ご ざい ます が 、千葉 県民 に

な って3年 過 ぎま したが 、そ うい う角度 か

ら里 山の現 状 を ど う理解す るか とい うこ と

を 申 し上 げた い と思 います。
ス ライ ドを ご覧 にな りま して長 野 の北 ア

ル プ スの残 雪 の残 ってい る映像 、そ れ と新

潟 県 の八海 山周 辺 の映像 を皆 さん ご覧 にな
りま した ね。私 は里 山、知 事 も申 し上 げま
した が、 人 と里 山の関連 、常 に人 間が生 き

て い く生活 の中で農 業 とかそ の他 自分 の暮

らしを維持 す るた めに 山に入 る、 そ うい う

関係 が歴 史的 に生 まれ てきて い るわ けです
が 、 この千葉 どん な形 で里 山 と人 との関係

が あ った か を皆 さんな りに振 り返 って いた

だ きたい と思 い ます 。私 は新潟 県 の スライ

ドで見 る と1番 最後 にご覧 にな った北魚 沼

郡 のあ る町で生 まれ ま した。そ こはです ね 、
現在 で も非常 に高齢 化 の波 は どこで も同 じ

な んで ご ざいます が、例 えば5月 の雪解 け

後里 山にみ んなゼ ンマイ採 りに入 って いま

す。 そ して それ を もん で路上 で干 してい る
方 がた くさんい らっ しゃ るわ けで ございま

す が、非 常 に長 い歴 史 の 中で 山菜 と里 山、

農 業 の落 ち葉 拾 い とい います か 、す き込む
とい う中で の原始 的 な営農 と里 山 とい うの
が不 可欠 な 関係 にあ ったわ けで ご ざいます

が 、今 で も雪解 け と人 の活発 な動 きがあ る。
これ は残 念 な が ら千葉 の皆 さんに は、雪

とい う資源 との 関わ りが薄 いわ けで ご ざい

ま して 、 ち ょっ と判 らない か も しれ ませ ん

が 、従 って あ る時 期、 いや お う無 しに地域
の方 々 ない しは新 潟近郊 の 山 に関心 の有 る

方 々 は、 どん どん 山に入 って しま う。 そ う
い うところに人 との コ ミュニケー シ ョン、

森 との コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが有 りま す か
ら、 山の動 きが ど うなって い るか とい うの

は頻 繁 に情報 が動 いて い る。 そ うい う里 山

も全 国相 共通 で あ りますが 、 山林 家 の 山持
ち さん は どん どん 山か ら離れ て い るのは事

実 で あ ります。
しか し千葉 の里 山の皆 さん は、 四季 の変

化 の 中で、 山菜採 りに入 るほ ど飢 えて もい
な いです し、生活 自体 が楽 な 中で里 山の見

方 もち ょっ とない とは思 います。

非 常 に残念 な現 状 を一つ 申 しあ げる と、
このかず さアカデ ミアパー ク周辺 の里 山、

イ ン ター を出て か らず っ と水 田 と竹林 ス ギ

林 を ご覧 にな っての どか な里 山の風景 だ な
とご覧 に な っ た 方 は大 部 分 だ と思 い ます

が 、 この周 辺 の林 道 にち ょっ と足 を運 び ま

す とま さに不 法産廃 ゴ ミの 山が至 る所 に残

念 なが らある とい うのが現状 であ ります。
行 政 は、 い ろい ろな意味 で これ を撤 去す

るた めに汗 をか いてお ります けれ ども、 そ

れ を捨 て る人 の心 、 またそ うい うこ とをや
られ てい く中で だん だん感性 がマ ヒ して く
る私 どもの市 民感 覚 、 これ は大変 怖 い現状

で ご ざい ます 。 そ うい う意 味 で、環境 とい

う中で今 日、残 土産廃 の分科 会 もご ざい ま
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（中村 ）
感性 とい うこ とで、正 に本能 と理 性 をつ

な ぐのが感 性 だ とい うよ うに私 は思 うんで

す けれ ども、それ が里 山の 中で養 って 生 き
るのだ とい うお話 で した。 ど うもあ りが と

うご ざいま した。 それ では金親 さん、林 業

家 の立場 とい う事 も有 る と思 い ます が い か
が で し ょ うか。

（金親 ）

今 日は皆 さん の協 力 を得 て 自負 してい き
た い と思 い ますが 、 りっぱ にで きた ので は

な いか と思 います。 各分 科会 を見 さ して い
た だ きま したけれ ども、非 常に レベル が高

くてかつ 、熱 心 で これ か ら続 けてや って い
こ うとい う意識 が非 常 に あふ れ てい る よ う

な感 じがいた しま した。

会 里 ［　 、［■亡一

その 中で です ね、森林 経 営 の問題 が非 常

に今 この里 山の荒廃 につ なが ってい るん だ
とい う事 が 多分大 多数 の方 に ご理 解 を頂 け

た のか な とい うよ うに考 えます。 私 ども 田

舎 に住 んで い る もの が 田舎 に住 みた い と思

う、そ うい うよ うな田舎 に しない と当然 ダ
メなわ けです 。 そ うす る事 に よって 今お 話
の とお り山に も行 きた くな る。 山 もきれ い
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（中村）

本 当に林業 経営 の大変 さ も今 日は いろい
ろ と学び ま した。あ りが と うご ざい ま した。

それ で は小 西 さん よろ しくお願 い いた し
ます。

（小西 ）

私 はいつ もシ ンポジ ウムの実行 委員 会 で
は文句 ば っか りい う役 で そ うい う役周 りを

仰 せ つか って きま した ので今 日も二 つ ほ ど
現状 と言 うこ とで 問題 点 を指摘 させ てい た
だ きたい と思い ます。

ひ とつ は里 山に対 して非 常 に関心 が高 ま
って い るのは 、本 当に肌 で感 じます 。 それ

が教 育の場 で あ った り、農 作業 の体 験 の場

で あった り、 生物 を保 全 して い くあ るい は

町作 りとい う視 点 か ら開発 計 画 を何 とかす

る とか 、それ か ら景観 を残 す とかそれ 以外
に楽 しい思 いを したい とか そ うい う関心が

非常 に有 っ て関 わ る人 が増 えて きた のに も
か かわ らず 、 これ へ の経 済 的 な対 価 とい う

か それ が ほ とん どな い。 山 とか 田 を人 は使

うだ けで あるい はそ こに携 わ る人 に頼 るだ

けでそ こに経 済 的な対価 がな い とい うこ と
が ひ とつ私 は今後 進 めて い く うえで の問題
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（中村）
あ りが と うございま した。農 業や 林業 の

経 済 的な 問題 と ともに里 山 は水 田や 畑や 農

家や屋 敷 とた くさんの物 で構成 され て い る
状況 が有 る思 い ます 。 そ うい う物 のい ろい

ろな視 点 での対 応 を行政 の方 に もお願 い し
た い とい うこ とで あ った と思 い ます 。 それ

で は栗 原 さん よろ しくお願 いいた します 。

（栗 原）
それ では私 はNPOの 立場 か らお話 した
い と思 います。

今 回 の実行 委員 会 に私 は加 わ りま して 一

番驚 い たの は 、今 日です ね、協 賛団体 が1
00を 超 え る とい う形 で集 ま った。知 事 が

言 われ てお られ ます よ うにNPO立 県 が段
々芽 を 出 し始 めた のか な とい うよ うに思 い

ます。 そ うい う意 味で は これ が大 きなネ ッ
トワー クにつ なが る可能性 が充分有 る訳 で

そ うい うこ とを考 えた 時に市 民参加 とか市

民参 画 とは ど うい うこ とな んだ ろ うと考 え
た時 に です ね 、や は り里 山を守 る、育 む と
い う事 は千葉 とい う地域 の課題 であ ります

し、言 ってみ れ ば これ は 自治 体 の課 題 です
よね。 そ うい う意 味 か らす る と、 これ か ら

の 市民参 画 とい うの は、や は り、 自治 体運

営 ・自治体経 営 に市 民 も参 画 してい くん だ
とい う事だ ろ うとい うよ うに考 え ます 。 そ

うい う意味 で はです ね 、市 民 が責任 を もっ
て 、先 ほ ど小西 さんのお話 に もあ りま した

けれ ど、行 政 か ら頼 まれ て委託 とい う形 で

や ってい く とい うので はな くて、 自らがで
す ね 、管理 を代 行 してや って い くんだ とい

うよ うな こ とで、 実 は3月 に県議会 で指 定

管 理者 制度 につい て の手続 き条例 が可決 さ
れ ま した。 そ うい う意 味で は指定管 理者 と
い うの は、公 の施設 をま さに管理 代行 して

い く とい うに よ うな 、それ は株 式 会社 か も

しれ ませ ん けれ ども、 当然 民間 の市 民 も市

民 団体 がそ うい う事 に成 って行 く事 がで き

る制 度 だ ろ うとい うよ うに思 ってお りま し
て 、そ うい う意 味で は里 山 を守 る とい うこ
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とも 自分 た ちが地権者 の人 た ち と協力 しな
が ら、今 まで は どち らか とい えば行政 が 自

治 体 の管理 をすれ ばいい んだ 、運営 をすれ
ばい いんだ とい うところか ら、市民 がや は

りそ こに参画 して管理 代行 も引き受 けて い

くんだ と。 そ うい う時代 に市民社 会 とい う
の も入 って きた のか な とい うよ うに感 じま

す。

（中村 ）
地域 が主体 的 にな って現場 を担 うとい う

こ とです ね。

（栗原 ）
正 に制度 が先 行 して もです ね、今 回里 山

条 例 がで きま した けれ ど、制度 だ けが先 行
して も人 を利 用 す る、 あ るい は仕 組 み を利

用 しな けれ ば制度 とい うもの は生 きて こな
いわ けです よね。 そ うい う意味 で はや は り

現 場で発 想す る、現場 で活 動す る、や は り
現場 か らい ろい ろな仕組 み がで きた方 が む
しろい いん だ ろ うとい うよ うに思 い ます。

（中村 ）
私 もや は り、現場 主義 が非 常 に大事 だ と

思 います。 そ の こ とは次の展 望 とい うこ と
に も結 びつ く と思 うんです が、今 ひ と通 り、

現状 がた くさん出 され たの では ないか と思
います が、せ っ か く頑 張 ってお ります ので 、

展 望 に つ い て もお 願 い した い と思 い ま す

が、 こん どは逆 に小 西 さんの方 か ら、展 望
をお願 い したい と思い ます。

（小 西）

私 は四つ ほ ど話 を させ てい ただ きます。
ひ とつ は主 体間 を超 えた交流 とか対 話 と
い うこ とです。 今 回の シ ンポ ジ ウム で も感

じま した し、 これ まで の活動 で も感 じてお

ります が、市 民側 は農業 者 とか農 業 とい う
こ とに対 して まだ まだ理解 が足 りな い、農
地 に対 す る思 い とか職 に対す る思 い とか を

もっ と私 た ちは共有 して行 か な けれ ばい け
ない し、 い ろいろ教 えて いた だ く機 会 を持

たな けれ ばい けない と思 います 。 また行 政
とか研 究者 の方 々 もい っ しょにや ろ うとい

う思い だ けで今 日は この場 を作 るこ とがで

きま した。 まっ た くボ ランテ ィア で ここま
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でで きた とい うこ とはや は りみん なが こ う
い う思 い を持 って い る、是非 これ か らもこ

うい う交流 の場 を必 要 と して い るので はな
いか と感 じます。

それ か らです ね、 二つ 目は非 常 に意欲 の

有 る農業 者 の方 々が 千葉県 に はた くさい ら
っ しゃ る とい うこ とを多 くの方 々 は ご存知

か と思 い ます が 、そ うい う意欲 の有 る農業

者 の方 々 を支援 して い くよ うな、例 え ば中

山 間地域 の支援 の補 助金 な ど、 この前 千葉

県 では これ を も らって い る団体 が160位
あ る とい うこ とで、そ の内 の大変 良 い事例
だ とい うこ とで 四っ を県の職 員 の方 に ご案

内い ただ き見せ て いた だ きま した。 その活

動 の 中で本 当に農業 者 の方 々が誇 りを持 っ
てや って い らっ しゃ る。 そ して このわず か

何 十 万 円 とい うよ うな補助 金 の 中で、 それ
を草刈 りとか 、それ か ら市民 に農業 体験 を
して も らうとか さま ざまな取 り組 み を され

て い らっ しゃ るのが 有 る訳 で ご ざいます。
160そ れ が全 て とは言 い ませ んが 、そ

うい う事 例 を行政 も私 た ち県民 も見せ て い
た だ くこ とで、彼 らも非常 に また 自信 を も
ってい ただ く し、今後 も広 めて い く、元気

を持 っ て い た だ くの で は な い か と思 い ま

す 。 これ は 国に対 しての要望 です が 、や は
り補 助金 を ただ ば らま くとい うので はな く

て 、手 を上 げた ところに補 助 金 を出 して意

欲 を引 き出 して行 くってい うそ うい う直接
支 払 い の制 度 よ うな もの を今 後 も是 非進 め
てい けた らと思 って います。

』
』 畿 一．、

づ
慶れ1

それ か らです ね 、三つ め は私た ち の政策
の分科 会 の 中で、今 有 る法律 を うま く運 用

す る こ とで この現状 を何 とか乗 り切 ろ うと
い う様 々 な活動 が あっ て、それ らが法 を変

えた り、制度 を変 えて行 く力 に成 って行 く

とい うお話 が有 りま した。 正 にや は り法律
は誰 か に与 え られ る もの では な くて、制度

も誰 か に与 え られ る もの では な くて、私 た

ちが運用 し、ま た、変 えて行 く力 を持 って
い る とい うこ とを 自覚 しなけれ ば いけ ない

と思 うのです ね。 そ の中 の話 で 国交省 と農

水 省 と環境 省 とが共 同で、景観 法案 とい う
の を審 議 して い る とい うよ うに 聞 き ま し

た。 日本 で初 めて の景観 を保 全す るた めの

基 本 的 な法案 だ とい うことで、今 ま でに な
い こ うい う考 え方 が出 て きた とい うのはや

1



は りその農 業者 だ けでな く、行政 だ けで な

く、一般 の人 た ちが景観 に対 し関心 を持 ち、

何 か を したい とい う動 きが あ って こそ国 が
動 い て くる とい うこ とで はない か と思 うの
です ね。 そ うい う力 を私た ちが持 ってい る

とい うこ とを私 た ちは充分 自覚 して 、そ し

て実行 して行 かな けれ ば いけ ないの では な
いか と思 い ます。

それ か ら最 後 です が、や は り先 ほ どもN

POが ボ ラ ンテ ィア だ けで行 ってい る、農

業者 のボ ラ ンテ ィア で行 ってい る現状 だ と
い うことです が、た とえば県の ホー ムペ ー
ジ を見 ます と県 の予 算 が1兆7，000億

のな かで農林 水産 の予 算が663億 、そ し

て一 方 環 境 生 活 部 の予 算 は140億 とい

う、 これ は 中にい ろい ろな事業 が あるの で

簡 単 には比 較 でき ませ んが 、農林 水産 部 の

予 算 は県民 一人 当た り1万 円位 です ね。 環
境 生 活部 で は一 人 当 た り2，300円 位 と
い うことで 環境 を守 って行 く方 の金 は ど こ

も予算 的 には非常 に厳 しいです ね。

です が例 えば、土地 改 良の予算 の 中で環

境 を保全 して行 く とか景観 を保全 す るた め
にわず か にお金 を出 して行 くよ うな うまい

運 用 の仕 方 も有 るの では ないか と思 うん で

す。 そ の よ うに して 、 こ うい う活 動 を思 い
だ けで は な く続 けて行 くこ とも大 事 だ と思
います し、 ま た この思 い とい うもの も継 続

した り、何 か を立 ち上 げ る思い とい うもの

は、本 当 に これ は経済 的 な もの では代 替 で
きない もの だ とこの価値 を私 た ちはや は り

忘れ て は な らない と思 います 。以 上 です。

（中村）
実 は国 の土地 改 良法 が変 わ りま して、私

は その技 術書 と基 準書 の原案 作 りに参加 し
た んです け ども、土地 改 良は これ か ら随分

変 わ る原 案 がで きて います。 た だ土地 改 良

事業 にはお金 が た く さん有 ります か らそれ
を うま く 自然保 護 にも活 用 し、今 後導入 さ

れ る農家 支援 の直接 支 払い との連 携 に よ り

そ の予算 が うま く活 用 され る よ うに な らな

けれ ば な らないな と私 も思 い ます 。
あ りが と うございま した。 それ で は、里

山シ ンポ ジ ウム実行 委員 会 の代表 を勤 めて
い ただ きま した金親 さん に この会 の将 来 も

含 めて展 望 とい うものをお願 い した い と思
い ます。

（金親 ）
そ れ では ですね 、せ ん越 な部分 も有 るか
とは存 じあ げな が らの発 言 に成 ります けれ

ども、今 日の レベル の 高 さ とか熱 心 さにつ
い て驚い た点 の話 を知事 か らい ただ きま し

た。 そ うい うこ とでパ ラ レル に進 ん だ分科

会 な ものです か らお互 いに 関連 のあ る分科
会 に出席 で きな かった とい う方 がほ とん ど
だ と思い ます。 そ んな意 味 で も何 回 か に分

けて 、例 え ば今 日は観 光の分科 会 の 日、次
の月 は何 々 をや る とい うよ うに形 で 関心 の

有 る部 門に連続 的 に参加 で き る よ うな こ と
に しな い と もった い ないな とそ ん な気 分 を

抱 いた方 も多 いか と思 い ます 。 こ うい う情

報 を この 中だけ に留 めてお くのは もった い
な い じゃな いか ととい うこ とで 、例 え ば今

日お 配 り してい る里 山新 聞 とい うよ うな情

報媒 体 を作 り上 げ る とい うこ とも大切 だ と
思 います。 その結果 、現 在 は ほ とん どの方
が 市 民 グル ー プ の 組 織 で有 りま す けれ ど

も、 これ が 土地 の所 有者 に広 が り、 また は

企業 に広 が りい ろん な部 門 の組織 に広 が っ
て い く とい うこ とを期待 して 、深 ま りと広

が りを期待 す る とい うよ うな こと。

それ か らも うひ とつ は特 に市 民 レベ ル の

力 とい うの は当然 限界 が有 る と私 く しども
も考 えてお ります。 です けれ ども非 常 に重

要 な こ とです。 そ の観 点か らです ね企 業 と

行政 につ い ての里 山へ の関 与 を深 め るこ と
が 、 これ か ら具体 的 な成 果 を上 げ るた めに

必要 な ん じゃない か とその辺 の政 策 と言 い
ます か我 々 の努 力 も必要 だ ろ うとい うよ う

に感 じて お ります 。 以上 です。

（中村 ）
また我 々 も続 いて頑 張 って行 きた い と思
い ます ので皆 さん よろ しくお願 いい た しま

す。
大槻 副 知事 の前 に栗原 さん よろ しくお願
い いた します。

（栗原 ）
私 どもせ っか く知事 ・副知 事 がお られ ま
して、 中村 先 生 も博 物館 で お られ るので 、

是非 ひ とつ展 望 につい て、 こ うい う可能性
が有 るん じゃな いか との をお話 しした い と

思 います。
私 ども 日頃、民 間非 営利 の コ ミュニテ ィ
ー シ ンク タン ク的 な活動 を してお ります も

ん です か ら以 前博物 館 の提言 書 を県 民 の方

か ら出 させ てい ただい た とい うこ とが あ り

ま した。 そ んな こ とで博 物館 の新 しい価値
の洗 い 出 しとか評価 とい うものを県 民 の方

か ら出 さ してい ただい たん です けれ ども、

そ の 中で、 これ か らの博 物館 は地 域 の課題

に市 民 と一緒 に取 り組 んで ほ しい とい う要
望 が結構 有 りま した。博 物館 はそ うい う意

味 で フィール ドミュー ジア ム とい う形 で里
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山の方 に もかな り出て きて い る とい うよ う
な ことが思想 考 えます とご ざい ます。 地域
の課題 に専 門的 な知 識 を持 った博 物館 が 、

大学 な んか もそ うなん です けれ ども、や は
り市 民 に力 を貸 して くれ る とい うよ うな こ

とが非常 に大 事で あ ろ うとい うよ うに思 い
ます。 そ うい う意 味で は里 山協定 につ い て

も、 もち ろん市 民 に開 かれ た県立博 物館 で

あ る とい うこ とが最 低 の条件 な んです けれ
ども、そ うい う中で里 山協定 の一 方 の当事

者 に博 物館 は成 り得 るん じゃな いか とい う
よ うに感 じてお ります。 そ うい う中で市 民
と博物 館 が共 同 してい ろい ろ取 り組 む とい

うこ とにな る と非 常 に市民 と して も科学 的
私 見 に基 づ いた形 で行動 が で きる とい うよ

うな こ とで是非 ともお願 い した い と思 い ま
す 。

（中村 ）

す ご く期 待 して いた だいて本 当に あ りが
と うご ざいます。 博 物館 とい う所 は、や や

もす る と文 明 を どん どん進 めて きて人 間が
い ろんな もの を捨 てて きた もの を一 所懸命

拾 い集 め て貯 めて い る。私 は、確 か に捨 て
た物 も、宝 の 山だ ととい うよ うに思 ってお
ります。 博 物館 とい う所 はい ろん な専 門家

もお ります し、そ うい う宝の 山の物や 情 報 、

そ して 人 の専 門性 を 是 非 活 用 して い た だ

く、我 々博物 館 の プ ロ として は、 そ うい う
よ うに していた だ いた方 が非 常に あ りがた
い と思 い ます ので宜 し くお願 い致 します。

それ か ら今 日は博物館 の本館 の方 で も三

番瀬 の環 境教 育 の シンポ ジ ウム を実 は行 っ

て お りま して、 それ か ら生 態 園 と山の フ ィ
ール ドミュー ジアム とい ろい ろな行事 を手

分 け して行 って お ります。確 かに博物 館 の
職 員 が少 ないな んて先 ほ ど言 われ ま した け

れ ども、 あち こちで頑 張 ってお ります の で
そ の辺 もよろ しくお願 い いた します。 そ う
い うス タ ッフのお か げで私 もこ うい う所 に

出 て来 られ ます ので 、 よろ しくご理解 い た
だ きたい と思 います。

ち ょっ と うろた えて しまいま した けれ ど

も、それ で は大槻 さん よろ し くお願 い致 し
ます。

（大槻 副 知事）

うろた えて い る人 に追 い 打 ちをか け るつ
も りは ないん です けれ ども、今 い ろい ろな

提 言 が有 る中の行政 政策 は 、県全 体 で実行
に 向けた対 応 しなけれ ばい けな い と思 い ま

す が 、今 栗 原 さん がお話 になっ た博 物館 組
織 の役 割 、今 日ご参加 の里 山に 関心 を持 っ
てい る方 のい ろん な分野 が あ ります。 自然

科 学 的な 面で 関わ って い る方 もいた り、社
会 科学 的 な文化 論 で関 わっ てい る方 もい ろ
い ろい らっ しゃ るわ けで ご ざい ます が 、 じ
つ はつ い先 だ って 、県が もってい る11の

試験 研 究機 関 の評価 が今後 に向 けて こ うい

うふ うにす べ きだ とい う提 言 が出 てお りま
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す。 これ を1年 近 くあま りだ らだ らと時 間・

をか け て は 申 し訳 無 い わ け で ご ざ い ます
が 、そ の具体 的指摘 を受 けて ど う姿 を変 え

るかの総 括的 な事務 キ ャ ップ を私 引受 けた
ん で ござい ます が、そ うい う視 点で み る と、

例 えば農 業 関係 の水 田耕 作 の在 り方 は、 当
然農 業総合 研 究セ ン ター の関わ りで 、 山の

森 林施 業 技術論 は森 林研 究セ ンター 、等 々

持 って い る県 の環境 部 門の外 郭組 織 もご ざ
い ます が、い ろん なの ノ ウハ ウを持 った試

験研 究機 関が ございます。 こ うい う分 野 を
です ね 、今 日出た い ろい ろな政策 提言 に噛

み あった 中 で新 しい方 向性 を研 究な い しは

実行 がで き る じゃない か とい うこ とをひ と
つ今 はた と気 が付 い た訳 で ご ざい ます 。

そ うい う一環 で の博物館 組織 、実 は来週

博 物館 の皆 さん と館 長以 下 中村 先 生 もひ っ

くるめて い ろい ろ議 論す る事 に な ってい る
ので ござい ます の で早速 問題 の解 決 に向 け

て頑 張 りたい と思 ってお ります。

そ の他 に今 日気付 いた 中で 、私 も提 言 し
ま した雪 国 と人 の心 とい うのは 、 え らい し
つ こ くこだわ る よ うで ご ざい ます が 、 ど う

か皆 さん 雪国 と定期 的 な交流 をす る中で 、

雪の 降 らない この千葉 の 里 山文化 をお 互 い
交流す る とま た新 しい里 山活用 のアイ デ ア
が出 て くるん じゃ ないか 思 うので ご参 考 に

して いただ けれ ば と思 います。
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プ ランニ ングの 中で ソフ ト開発 と同時 に ソ

フ トの裏 にあ る評価 、 これ を千葉 か ら全 国

的 に どん どん発信 で きれ ば と、そ の よ うに

思 って お ります 。

（中村）

森 が心 を和 ませ る、 それ は最近 医学 的 に
も解 って きてい ます。癌 との関 わ りとか あ

るい は大脳 生理 とか も森 林 との関係 が解 っ
て きま した。 私 も大槻 さん と時 々 ご一 緒 さ

せ て いた だ くん です けれ ども、 この方 面 の

研 究 の進 展 はす ごい な とい うよ うに思 い ま

す。 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

それ で は最 後 にな りま した けれ ど も堂本
知 事 よろ しくお願 いいた します。

（堂本知事 ）

今 まで小 西 さんや栗原 さん そ して金 親 さ
んか らも出 され た ご質 問や そ の よ うな事 に

お答 え しなが らま とめ させ て いただ きた い

と思 います が。

経 済的 な代価 が ない確 か にまだ非 常 に少
な い とい うこ とが言 えます が 、ス ター トし

た ばか りとい うの も事 実 です。 です か ら、

農 業 な どは、本 当に 日本 はお米 で苦 しん で

悶 々 と しての 中で の大 変 大 きな国 の予算 と
かそ うい うシステ ムの 中で今 まで動 いて き
て 、や っ と里 山条例 が千葉 で 出来 て、 まだ

本 当にひ よ こみ た いな もので 、 これ か らど

う育 て るか とい うところだ と思い ます が、
それ で言 わ してい ただ くと、今 日の これ も

行 政 とそれ か ら市民 の方 、 あるい は企業 の
方 、協賛 の団体 を見 る とあ りとあ らゆ るセ
クター の方が参加 して い る。 その こ とが と

て も大事 だ と思 うんです ね。 どれ だ け有機

的 にいいパ ー トナー シ ップ が組 めるか とそ

れ が21世 紀 の在 り方 なん じゃな いか と。

行 政か ら補助 金 を も ら うとい うよ うな構
造 とい うの は、 も う日本 国 自体が ア ップア

ップ してます か ら、県 も市町村 の今 日首 長

さん もい ら して、市原 の市長 さん の顔 も見
た し、丸 山町長 さんの顔 も見 た けれ ども ど

ん な こ とを して もそん な巨大 な資金 が 日本

国 には有 りませ ん。 む しろ大借 金 国。 それ
で 、ス リム な行 政 で あ りな が ら出来 るだ け
い い コー デ ・イネ ー ター役 を して 、そ して2

1世 紀 のあ らゆ る面で の行政 サー ビスが展

開 で きる よ うに してい くとい う正 にそ の転
換期 、それ が 三位 一 体 だ とかい ろい ろガ タ
ガ タガ タガ タ して い るわ けで ご ざい ます け

れ ども、いず れ に して も20世 紀 に有 った
様 な 中央集 権 の 国が決 めて それ に県 が有 っ

て 、それ か ら市町村 が そ してわず か ばか り
の補 助金 を も ら うとい う構 図は こっ ちか ら

蹴飛 ば した方 が いい ぐらい の もので 、む し

ろ邪 魔 な ぐ らい。 じゃ ど うあ るべ きなの か
と言 う事 な んです けれ ども、それ はや は り

当事 者 であ る農 家 の方 だ ろ うが 、市 民の人

だ ろ うが企業 の人 だ ろ うが その地 域 の生活

者 がや は り力 を持 っ こ となんです ね。 つ く

つ く千葉 県で この 間県民参加 の とい うこ と

で県 民会議 もや りま した けれ ども、それ 以

外 にNPOの 会 議 も何 度 も何度 も持 って、
こんな に厚 い行 政 とNPOの パー トナ ー シ

ップのマ ニ ュアル もで きま した。福 祉 の方
も タ ウン ミー テ ィ ン グ を千 葉 県 中 で 行 っ
て 、つ いに国 かち指示 を され てい る福祉 支

援 計 画 とい うのです が 、 これ は上 か ら作 っ
た もの では な くて 目の見 えない方 とか車い

す の人 たち が発 想 した もの で作 り上 げた。
私 は森 作 りも同 じだ ろ うと思 います。 本

当に動物 た ち とか多様 な生物 た ちの ことを

代弁 してま で私 た ち人 間が本 当に森 を大事
だ と思 う、 そ して 田ん ぼ を大 事 だ と思 う私

た ち人 間が そ こで本 気 で もって これ を守 る
とい うこ との立場 に立 って 声 をあ げてい く

こ とだ と思 います。 それ で は行政 の 立場 だ

ろ うが 市民 の立場 だ ろ うが なん の立場 だ ろ

うが です 。 だ け どそれ が本気 で行 った時 に
ちゃん と小冊 子が 出来 上が った とい う現実

を見た。

三番瀬 では あれ だ け2年 間 大激論 を した

けれ ども、結局 国 も 目を見張 るよ うに 日本

中が 目を見 張 った1兆 円の大 きな公 共事 業
を無 く して、 その後 どの よ うに 自然 を保 全

再 生 して行 くか とい う計 画 を市民 と専 門家
の先 生た ち とそれ か ら国県市 と一 緒 にな っ

て作 り上 げた。 そ の実態 を私 た ちは見 ま し

た。

とすれ ば、森 の事 を行 う時 も私 は今 お っ
しや った 田んぼや谷 津 田や あ りとあ らゆる
こ とにこの条例 を広 げ る。 例 えば里 山里海

条例 に した ってい いか も しれ ませ ん。 で も
しか しそれ を実現す るのは 、そ こに持 って
い くパ ワー だ と思 います。 本 当に声 を あげ

て その ことを ど う実現す るた めに立 ち上 が
るか とい うこ とに関わ って来 る と思 う。 そ

して、 その事 に よって さっき栗原 さんが 正

にお っ しゃい ま したけれ ども、自治体 運営 、
これ は市民 がそ の地域 の主 体 にな って行 っ

て い く時 代 に入 ったんです よね。

イ ギ リスの人 たちが 言 って いま した けれ
ども、かっ てはセ クターの トップ はガバ メ
ン トだっ た。 行政 だ った政府 だ った。 次 は

ビジネ ス だった。3番 目が 市 民だ った。2

1世 紀 は それ が完 全 に逆転 しま した。 トッ

プは シチ ズ ンです。 市 民で す。 ローマ の昔
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か ら地域 で もって 主体的 に生 き る こ と、そ

して民 主的 に生 きて行 こ うとい う事 を主 張
した市民 の時代 にな った んだ とい うこ とを

イ ギ リスの人 が言 って いま した。 そ うだ と
思 うんで すね。 正 に今 日ご参加 くだ さった

皆 さんが 主役 であ り主体 で あ り主権者 なん
です ね。 それ に対 して ビジネ スのセ クター

もあ ります 。そ れか らガバ メ ン ト行政 は そ

れ にサー ビス を させ ていた だ く下支 えの組

織 で あ るべ きで あ ろ うと私 は思 って お りま

す。
です か ら、小 西 さんがお っ しゃ った よ う

に これ か らも市 民 とそれか ら行政 あるい は

企 業 の方 たち とのパー トナー シ ップ を どれ
だ け質 の高 い もの、そ して 単 に一緒 にや る

とかそ うい うこ と以上 に強 く して行 くこ と

が 大変大 事 だ ろ うとい うふ うに思 うんです

ね。あ らゆ るセ クター の方 がそ うだ ろ うと。

そ して、例 えばア メ リカ のNPOな んか
で も、NGOと 言 った ほ うが いい か も しれ

ませ ん けれ どもシエ ラク ラブ とい うものが

あ ります が 、 これ は 自然 を守 る保 護組 織 で

す が、政 治 に対 しては一切 口を出 さな い グ
ル ー プな んです。 です けれ ども、み ん な何

ドル かつ つ 出す ん です ね。 それ で何 十万人

とい う会員 を持 ってい る。 だ か ら資金 は 日

本 の お金 に した ら例 え ば100億 とかそ う
い う桁 で持 ってい る。 だ か ら研 究所 を持 ち

そ こにス タ ッフを持 ちそ して海外 のパ プア
ニ ュー ギ ニア の 自然 の保 全 に までそ こに資

金 を送 っ てス タ ッフを送 ってや って い る。
まだ 、 日本 は本 当に残 念 なが らな いんで

す が、 そ うい う大 きな組 織 を持 って い る と
ころ はな く、 日本 の 自然保 護 協会何 かで も

沼 田真 さん が会長 をず っ とや って お られ ま
した けれ ども、そ ん な力 を 日本 は持 ってお

りませ ん。 そ うい うよ うな力 を持 っ。 とこ
ろが逆 に今 度 は政治 に もの を言 うグルー プ

が有 るのです ね。 この人 た ちはそ んな にお

金 持 って い ない。そ れ で も何億 も ドル で持
って い ます 。 それ で徹 底 的 にア メ リカ の議

員 に ロビー活動 し、 国連 の場 に もそ ういっ
たNGOか ら人 が どん どん出 て きて意見 を

言 って、 ラムサ ール条 約 につ いて は こ うで
な けれ ば い けない とか、本 当にそ こで積極

的 に発 言 をす る。 そ うい う強 い市民 団体 の

代表 が さっ き申 し上 げた世 界 自然保 護 連合
の メ ンバー で もあ る訳 なん です が、 これ は

世界 選挙 で選 ばれ る。 私 も立候補 してモ ン

トリオ ール まで立候 補 の演説 に行 ったん で

す が、世 界 中の人 が立候 補 して 自分 で演説
して選挙 で選 ん で も ら うん です が、そ うい

うの も有 るん ですね。
そ うや って力 を持 つ 、そ うす る とお のず

と連邦 の法律 なの か もっ と小 さい州 の 法律

なの か、 千葉 県だ った ら町 の条 例 、 あるい
は市 の条例 あるい は県 の条例 とい うもの を

み ん なの力 で本 当に声 を出 して作 って行 こ

うと、それ は今 回 の里 山条 例 が一番 い い例
で す。 皆 さん が作 ったん です よ。 そ して、
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そ うや って 里 山条 例 が 出来 た んです。 だか
らそ うい う形 で里 山条 例 を、 さっき脱 残 土

とい うのが有 りま した けれ ど、本 当に言 い

たいです よね。私 な んか喉 か ら手 が出そ う
な勢 いで言 いた いんで す けれ ども、そ うい

うよ うな こ とを言 わせ る。 そ して 、実際 に
それ が条 例 と して通 った時 にそ こに補 助金
とか さっ きお っ しゃ った意 味 での代価 とい

うのは これ は県民 の税金 で すか ら、 そ うだ
この条例 に これだ けの 予算化 を して行 こ う

とい ろい ろな事 業展 開 、単 に市 民の活 動 を

手伝 うとい うもの だ けで はな く、 もっ と大

きな事業 展 開、谷 津 田を十分 に守 るため に
どの よ うな調査 を し、 そ して今農 業 の改 良

事業 とい うもの も有 ります けれ ども、谷津

田 を戻 す 改 良事 業 だ って あ る か も しれ な
い。 四万十 川 では 、高知 の知 事 さん は少 し

ず つ岸壁 を壊 して い るん です ね。 も との 四

万十川 の流 れ に戻 してい る。長 野 県で は、

確 か諏訪 湖 だ とかそ うい う所 で も岸 壁 を壊
して い る。 滋賀 県の琵 琶湖 で もそれ を行 っ
てい る とい うのが有 ります。

そ うい った よ うに県 の事 業 と して、 あ る
いは市 町村 の事業 と して行 ってい る。 その

代 わ り、み ん なでボ ラ ンタ リー に市民 が出
て きて 手伝 う日が有 るか も しれ な い、子供

達 も参加 す るか も しれ な い、 それ か ら力 の

有 る市 民団体 が何 か をす るか も しれ な い、
とい うよ うな所 まで私 は大 きな うね りが こ

こまで 、条例 を作 った所 で ひ とっ の うね り

が きた。 そ して今 日も二つ 目の 波 がきた。
この波が さ らに大 き くそ して輪 が広 が り、

そ して 、県 の中 に広 が って行 くとい うこ と

に なった の な らば本 当に千葉 の 里 山は素晴

らしくな ると思 って います。

最 近私 は シャ ッポ を脱 い だ こ とが一 つ だ
け あ ります 。 それ は埼 玉県 の知事 さん とち

ょっ と会 うこ とが あっ たん です けれ ども、
彼 が来 年 国体 が埼 玉 県 で開 かれ る ものです

か ら、国体 のバ ッチが あ るんです ね 、1個
500円 。 それ を埼 玉県 中 この よ うな 日に

彼 は 「これ を500円 で 買 って くだ さい。」
「500円 買っ て くだ さい。」 と言 った 。
そ して知 事 さん がお礼 を も らいそ うにな る
と、 「これ を全 部 返 します 。 そ の代 わ り、
この バ ッジ買 っ て くだ さい。」 と言 っ てい

く ら集 ま った と思 い ます か。7，000万

円です って。 で も うび っ く りしま した。
里 山を守 るた めのバ ッチ。私 は今 日 うっ
か りして付 けて来 るの を忘 れ て きま した け

れ ども、大槻 さん も付 け てな いん だか ら困
った ものです けれ ども。 お 互 いに このバ ッ

チ を忘れ て きち ゃい ま した けれ ども。 少 な

く ともあのバ ッチ をみ ん なで 、バ ッチだ け
じゃない他 のTシ ャ ツで もなん で もいい で

す 。100円 で も500円 で も売 って売 っ
て 、例 えば 知事 が 売れ ば7，000万 円集

ま るの な らば私 は本 当に売 りた い。皆 さん
が一 生懸命 や って10万 円で も20万 円で

も集 めて くだ さる。 そ う したな らば 、税 金



を使 うとい う言 い方 、県 の予算 を条例 とか

そ うい うもの にす ぐに付 けて い くことは、

そ う簡 単 にはい きませ ん けれ ども、特 に今

財 政 状況 も悪 い。 しか し、 も し本 当に7，
000万 円あ った ら事務 局 も作 れ るで し ょ

う。里 山事 務局 とい うの を金親 さんの所 に。
そ して、 そ こに研 究員 を置 いて 、条例 を

どの よ うに変 え させ るか とい うよ うな事 ま
でや る とか ね。 そ うい う事 も出来 る訳 です

よね。そ うい うよ うな こ とで考 えて行 く と、

夢 は際 限な く広 が って行 きます。
だ か らあま り古 い20世 紀 的 な 日本 の行

政 の システ ム、 これ に と らわれ ない方 がい
い よ うな気 が します。私 た ちは千葉 で21

世 紀 的な新 しい仕組 み をみ んな で作 って行
こ うとい う中で 里 山条 例 を成 熟 させ て 行

く、 育てて行 く、そ してそれ に今 申 し上 げ

た よ うに民 間 の資金 とか県 の予算 をそ こに

配 分 して行 くた め には、それ な りに事 業化
のた めの プ ロセ ス を踏 む必 要が有 ります け

れ ども、そ れ を行 ってい くとか 、国 のモデ
ル 事業 を持 っ て来 よ うとか 、IUCNの 会

議 を持 っ て くる とか 、何 で もい い と思 い ま

す けれ ども、行 って い く必 要が有 る と思 い
ます 。

何 度 もIUCNに こだ わ るよ うです け ど
も、IUCNの 会長 は、今 エ クア ドル の環

境 大 臣 をや った女 の方 な んです が、愛 知県
で開 かれ る万博 の、 自然保護 を もとに して

や るんでそ の メ ンバー の一人 で成 田に降 り
て、どう して も暁子 あ なたの所 に行 きた い、

あな たは 千葉 で何 をや ってい るの、 と言 う

か ら、 「こ うこ うこ う色 んな事 が有 るの 」
と話 を した ら、 「も うIUCNで 手伝 え る

事 が有 れ ばいっ で も言 って くだ さい ね、何
で もや ります か ら」 と言 って くれ ま した。

そ うい うふ うに私た ち は 目をち ょっ と大 き

く世界 の桁 に も広 げて考 えて もい いのか な
あ とい うよ うに も思い ます。

そ して 、 この里 山シ ンポ ジ ウムで も、 資

金 が 一番 先 に問題 にな ります けれ ども、今

度 バ ン コ ックでIUCNの 会議 が開 かれ ま
す けれ ども、 そ ういった もの に も 日本 か ら

出て行 くとい う事 も有 って もいい と思い ま

す。
雁 を守 る会 の呉地 さん は、今 日はい らっ
しゃ らな いの ね。 この会場 にいます か 、 あ
っい らっ しゃ った。 あ の方 は 、呉地 さん と

いい ま して、今 日は仙 台 か ら来 て下 さった

雁 を守 る会 の会 長 さんです よね。 呉地 さん
は、雁 の守 る会 がIUCNの メ ンバ ー な も
のです か ら入 ってお られ て、 中国 でIUC

Nが 開かれ た 時 に私 た ち一緒 に行 った りも

しま した。 そ の よ うに して本 当に 千葉 で行
って い る事 にわ ざわ ざ仙 台か ら来 てい ただ

いた わ けで ご ざい ます けれ ども、私 も仙 台

で呉 地 さんが雁 の守 るため に一生懸 命頑 張
って い るんで 、千葉 県 は昔た く さん雁 がい

たん です ね。 なの に 日本 で一番 た く さんだ

とさっ きチ ラ ッ とお っ しゃ ってた け ども、

今本 当に雁 は、私 は 千葉 に来 て一羽 も本 当
に見 た こ ともない ぐらい見 るチ ャン スがな

くな って しまった。

伊 豆 沼 とかそ うい った所 にい るのね。 あ
とは北 海道 の五色 沼 、 とい う辺 りに本 当 に
かわ いそ うなん だ けれ どももっ とい っぱい

例 えば千葉 で手賀 沼 とか 、そ うい う所 にい

たか も しれ ない。 そ うい う所 に来れ ば、た

くさん雁 はあ ち こちか らとび 立て たか も し
れ ない。今 は残念 なが ら田んぼが 無 くな っ
て しま うと雁 はそ こで は生息 で きな い とい

うこ とで 、あ んま り関東 の方 で はい ない。
東京 で何 羽 とかそ うい うこ とは聞 きま し

た けれ ども。 ですか ら、雁 が戻 って来 るよ

うな千葉 県 になっ た らいい な と思 い ます 。
仙 台 に伺 った時 は、雁 を守 るため に回 り
の 田ん ぼ に雁 の た め の 稲 を一 生 懸命 植 え

て 、そ こに雁 が入 って どん どん食 べ てい い

とい うこ とで 田植 えに行 ったの ですね。 今

湛 水 でず っ と田ん ぼ に水 を張 ったま までや

ろ うとい うよ うな事 もお話 が 出て きてお り
ます けれ ども。 そ うい った よ うな形 で、私

ち ょっ と長 くしゃべ り過 ぎたか ら何 と して

もや め な い と中村 さん が締 め が で き な く
て 、大変 だ大変 だ と思 って い らっ しゃい ま

す けれ ども。 それ で も乗 って しま ったん で
つ いつ い しゃべ り込 ん で しま いま した けれ

ど も、仙 台 か ら来 て いただ いた り、他 の所
か らも今 日は いや っ しゃって い るかな。

巴 工 』〕… 一一工司【：工

」’ピ ’・：・ 」
亀工 一

」 ’s』
一’・・。一．ny

．

（中村）
実 は、今年 確 か雁 が千葉 にや って来 たん
です。 冬季湛 水 の 田んぼ に。 荒尾 さんそ う

です よね。

（堂本知 事）
どこへ来 たん です か。

（荒尾 稔 ：栄町 に来 ま した。）

栄 町 に来 た の。 あっそ う。 ひ とつ の指標
だ と思 うんですね。

森 が蘇 り、 田ん ぼが蘇 り、谷津 田が蘇 り
里 山が蘇 る とそ こにそ うい った渡 りの動物

達 もまた 、戻 って きて くれ る と思 い ます。

ち ょっ と長 く しゃべ り過 ぎま した けれ ど

も、行 政 の側 と して今 申 し上 げた よ うな形
で私 も大槻 さん もたま たま この分 野 で比較

的深入 りを して い る人 がい ます の で、精 一
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杯 や ら していた だ くとい う事 と、 さっ き申
し上 げた よ うにみん なで対 立 した関係 で は

な くて、 ど うや った ら うま くパ ー トナー シ

ップ を組 んでそれ ぞれ の町 な り村 な り市 な
りで 、そ の面 としてそ こで もって本 当に い
い展 開 がで き るか とい うの が これ か らのテ
ー マだ と思 って います

。 とい うこ とで、是
非今 日で これ を終 わ らせ な いで365日 里

山の 日を続 けて、今 日の うね りを、11の
分科 会 のず一 とい い連絡 を持 ち合 って 、お

続 け行 けた ら大変 うれ しい と思 います。 ど

うもあ りが とうございま した。

（中村 ）

本 当に里 山の現状 とは、 いろ いろな 問題
を抱 えて いて 、里 山 を残す 、戻 す とい う事

をす ぐ、手 を打た ない と、次 の子供 達 とか 、

今 世界 に 目を向 けて とい うこ とが有 りま し
た けれ ども、資源 を 日本 は 自立 してい ない
んです ね 、 あち こちか ら持 って きてい る。

そ うす る と、 日本 が良 くて も外 国が疲 弊

して しま うこ ともあ る と思 い ます 。 そ のた
めに は地域 の力 、千葉 は、10の 力 とい う

のが有 りま して 、生 き る力 か ら始 まって最

後 に地域 の力 だ った とい うの を今 思 い出 し
て い ます け ど、 そ うい う力 を蓄 え る。 里 山
は循 環型 社会 の ま さに見事 なモデ ル 、将来

に向か って の循環型 社 会のモ デル として 、

日本 の里 山、里海 は最 高な んです ね。 です
か ら、 これ を我 々が守 って い く。 そ の時 に

生態 学 の方 で言 います と里 山 には多様 性 と

連続 性 とい うものが有 ります 。 それ は、 生

物や 環境 が 、多様 で あ り、 それ が結び つ い
て い る とい う状 況 があ って、それ が、力 に、

里 山で は出て くる。 更 に、 それ がサ ステ ィ
ナ ビ リテ ィー につ なが る。 多分 この多様 性

と連続 性 とい うのは、我 々人 間 のつ なが り
とかです ね、人 々の多様 さ とい うもの と一

緒だ と思 うん です ね。 あ る意 味 では 、今 日
は本 当 に多様 な方 々 と手 を結 び 、情報 交換
して連 続性 が 出て きた。 これ を どん どん続

けて大 き く して い きたい な と思 います。

8一馬 ・唄

VL一 中《一
本 当 に不 慣れ な コーデ ィネ ー ターで 申 し訳
ご ざい ませ ん けれ ども、パ ネ ラーの皆 様 あ

りが と うご ざい ま した。 それ か ら長 い間会

場 の皆様 本 当に あ りが と うございま した。
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嬰 ■
O教 育 ・学 習 P．30～P．31

0医 療 ・福祉 P．32～P．33

O森 林 ・林業 P．34～P．35

0稲 作 ・水田 P．36～P．37

O文 化 ・伝統 P．38～P．39

o観 光 P．40～P．41

○水循環 P．42～P．43

O生 物 ・ビオ トー プ P．44～P．45

O残 土 ・産廃 P．46～P．47

0芸 術 P．48～P．49

O政 策 P、50～P．51

第1回 里山フェスティバル報告書29



分科会の名称 里 山 と教 育 ・学 習

【

【

委 員 名 と役 割 分 担
分科会会長
映像 （カメラ ・ビデオ）

記録
インタープリター

土居 元
大谷隆義

津山彰彦
上地智子

タイムテーブル
オ リエンテニ シ ョン

ウォー ミングア ップ

五感 を使 い遊ぼ う1

昼休 み

五感 を使い遊 ぼ う2

創作活動

ま とめ1

ま とめ2

出席者数 6名

基調講演等の内容

「オ リエ ンテー シ ョン」

分科会の考 え方 ・進 め方 の話→頭で考 えるよ りまず外 に出て身体を動かそ う。

そ してなに よ りも楽 しも う。
・ス タ ッフ紹介

・参加者 の自己紹介

「ウォー ミングア ップ1」

ジェスチャー 自己紹介 →ジ ェスチ ャー付 の 自己紹介

ル ックア ップル ックダ ウン→1重 円を作 る。視線 を下 げ、合 図 と共に他者 と目を合 わせ る。 目が合 うと和か ら外

れ る。

ピンボール →1重 円を作 り真 中に鬼 を1人 置 く。 回 りのメンバーは相手を見つ け、鬼に入 られ ない よ うに隙 を見
て見つ けた相手 と入れ替 わる。鬼 に入 られた ら入 られた 人が次の鬼 にな る。

シル バー シー ト→1重 円を作 り真 中に鬼 を1人 置 く。 回 りの メンバー は鬼 を呼び 自分 の位 置 をゆず る鬼 は何 処 に
入 って も良い。 鬼に 自分の位 置を譲 った人 が次の鬼に なる。 それ を続ける。

「五感 を使 い遊 ぼ う1」

ミクロア ドベ ンチ ャー （視覚 ）→む しめがね を使 い見てみ たい場所 をのぞいて見 る。
警 察犬ゲー ム （嗅覚）→エ リア内にあ らか じめセ ッ トされ た匂 いのす る木 を探す
これ なんの実 （味覚）→ さくらんぼの原種 が有 り、食 してみ た。

30第1回 里山フェスティバル報告書



午後

「ウオー ミングア ップ2」

空 き缶 さが し→ エ リア内にお かれた空 き缶 を探す

「五感 を使い遊 ぼ う2」

音 いくつ→静かに し、 目を閉 じ、何種類の音 が聞 こえ るか数 える ，

私 の木→ 自分が一番気 に入 った木 や、木 にな った気 をきめ、みんな決まった ら、キャッチフ レーズ と共 に何故その

気 を選んだか発 表す る。

「創作活動」

今 日一番 印象 に残 った事を一 コマまんがで表現

「まとめ1」

作品発表
「里 山のイ メー ジは ？」

ス ライ ド上映

デ ィスカ ッシ ョン

→ これか らの教育 ・学 習の あ り方 を私 は こ う思 う。 といったテーマで 自由デ ィスカ ッシ ョンを した。

分 科 会 の 結 論
・同 じ時 間、同 じ事 を、同 じ場所 で行 ったが、一人 一人違っ た感 じ方、表 現の仕 方があ ることがわか った。
・参加型 の分科会は新 鮮であった。 また童 心に返 るこ とが出来た。 この感 覚 を大切 に してい きたい。

分 科 会 の 課 題
・興味の無い人 をいかにシンポ ジウムに呼 ぶか。
・子 どもの参加 があるよ うにす るには どうす るか。
・今ま では、団体や個 人にかかわ らず 自分 のテ リ トリー しか 見ていない。
・か えって田舎 の子 どものほ うが体験 を してない。

分 科 会 の 提 言
・欧米的でない 、 日本 の古来 か らある自然 観を大切 に していきたい。
・まず地域の特性 を知 るこ とが大事 、それ ぞれ にあった ものを提供 してい く事が必要。
・教育の普及 のた めにも、プ ログラム化が 必要。
・かか わってい く大人 も体験 し続 ける ことが必要。

また 、子 どもに伝 えてい くか ら、子 ども と一 緒に考 えてい く姿勢 に してい きたい。
・非 日常的な （体験を含んだ）活動 が 日常 になってい くべ きであ る。
・理想 は 、この よ うな指導者 が必要 な くなる世界 である。

そ の 他 特 筆 す べ き 内 容
・実行委員 自身 が楽 しんだ事 。
・参加者 か らは、勉強 にな った とか、参考 にな った とい った感想ではな く、楽 しかった とい った感想 が

聞けた事。
・大槻 さんが結構長 くいて くれ、更 に参加 者に説 明 ・解 説 していただいた りも した。

あ りが とうございま した。
・外で身 体を使 い動き回った事、BGM、 マ ンガ、歌な ど様 々な表現方法 を使 った事。

反 省 等
・次回またこの分科会 を行 うとす るな らば、1学 級 をそ っ く り預か り実施 してみたい。
・今 回は、里山 に入 るき っか け作 りとして プ ログラムのデザイ ンを したが 、

そ の次のステ ップのプ ログラム も行 ってみた い。
・全体会 の発 表方 法を もっ とわか りやす くしていきたい。各実施者 はブースを出 し、説 明す る。

他 の分科会参加者は気 にな っていた り、興 味の ある分科会 の説明を聞きに行 くといった 方法な ど。
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分科会の名称 里 山 と 医 療 ・福 祉

』
璃
仁

宇
友

竃睡幽』 r

委員名と役割分担
分科会会長

分科会副会長

記録

当日スタッフ

赤城建夫

林みね子

福満美代子

山崎美香、大内郁 、横 田耕 明、西村 早苗、渡辺清江、増田淳、宮村賢治、昆野純子

タイムテーブル
10：50～12：00

12；00～13：00

13：00～14：30

14：30～14：40

第一部、房総 の里海

昼食、交流

第二部、森林療法の概要説明 と野外実習
‘1

出席者数 70名

基調講演等の内容

第 一部 房 総 の里海

清野聡子 （東京大学大学院総合文化研究科助手）

里海 の療法として，転地療法、臨海学校 、海水浴、健康増進、セラピー （波や松風の音、磯や木の香 り、空間の
広が り）、タラソテラピー （塩水療法）などがある。

房総 の里海は明治時代 から転地療法などとい うことにも使われていた。大量の臨海学校の子どもたちや観光客
を迎えるようになった背景には、医学的な経験知 があった。
（明治時代は医療 として意識 され、研究もすすんだ。）

里海 と療法 の変遷
明治時代は医療として研究 もされた。→ 大正時代は海水浴としてレジャー産業化 → 戦争で

中断 → 戦後 も海水浴と潮干狩 りはレジャーに （家族で）→ 現代は レジャーの多様化 と海岸環境 の悪化で
衰退 してきている。

里海 と里山の 関係

里海の人たちの暮らしを支 える道具や食物は里山から。

里山が荒れると磯 （沿岸）がだめになる。里山を管理すると海 もよくなる。

（千葉県は流域が狭いので山の反応がす ぐ出てくる。）
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・木 下 敬 三 （成 東 の里 山 を守 る会 ）

私の家の前 では、 田んぼが広 が っている。谷 津田に行 くとた くさんの生 き物 に出会 うが 、家の前 の田んぼでは

生 き物 に出会 わず 、死ん だ 田ん ぼの よ うに感 じて しま う。成東 町 の早船地 区で圃場整備 の入 っていない谷津 田が

残 ってい ると聞 きつ けて、再生へ の取 り組 みを始めた。谷 津 田は半分放棄 され 、荒廃 が進んで いたが、 と りあえず

試行錯誤 しなが ら一部 の田んぼの復元 を始 めた。地元 の農家 は中々谷 津田に手 をつ け られ ない中、 自分達 が田んぼ

に入 り復 元す ることで、生 き物 が戻ってきて、子供 たちが生 き物 と触れ合 うことの出来 る場 に したい。将来 トキの

野 生復帰 の場になって ほ しい。

・田崎 愛 知 郎 （首都 圏 コー プ 事業 連 合 ）

生協 では、安心 ・安全 を メイ ンに産直 と環境 を大事 に した、様 々な取 り組 みを行 って きた。数年前 か ら生産者

と消費者 の交流 ・農 産地の状態を生き物 の視点 か ら見 てい くとい う試みで、産地で生 き物観察会 を行 って きた。 こ

うした活動の中で単に資材 を変 えてい くのではな く、 自分達 の地域 の環境 を生 か した生産 手法への取 り組 み と評価

のために、生き物調査 を2004年 度 か ら始 めた。 単に一産地 だけの取 り組 みだけでな く各産地 のデー タを集 め、地図

情 報に してい くこ とで 、 自分達 の地域 の個性 にあった生産 ・管理手法への手がか りに したい。環境 に配慮 した農業
への取 り組み と して不耕起冬季湛水 に注 目してい る。

・呉 地 正 行 （日本 雁 を保 護 す る会 会長 ）

宮城県 田尻 町では、鳥 の越冬 ・餌場 の確保 の 目的で蕪栗 沼周辺 の 田んぼを沼 に戻す とい う取 り組みが行 われ て

いた。 この取 り組みで 田んぼに周年浅 く水を張 るとい うこ との変化 が具体的に見 えるよ うになった。96年 に沼に土

砂 が堆積 して浅 くな った として、竣漂す る計画 が持 ち上が った。凌 深が行 われれば、 沼の環境 に大 きな影響 がある

として、環境 サイ ドの人、農家、議員 な どのキーパー ソンが集まる ことで、凌深 を回避す ることに成功 した。 これ

をきっかけに様 々な立場の人が集 ま り、交流 し合意 した ものだけを形に して い く田尻 町のス タイル が確立 した。 こ

うした中で、鳥 がいた方が、農業 に とっても良い とい う認識 が定着 し、1998年 営農 してい る田んぼで水 を張る とい

う取 り組みが 始め られ た。 湛水 してい る内 に水 中 ・土壌 で活動 す るイ トミミズな どの水生 ・土壌生物 の働 きによ

り、抑 草や施 肥効果 が確認 され始 め るよ うになった。 今年度 から田尻 町で は冬季湛水す る ことで環境直接支払 いが

行 われ るよ うになった。 この技術 は生き物の力 を活か し、持続 可能 な手法 として期待 され る。 まだ歴史の 浅い技術

なので、データ を取って効果 の確認 が必要 である。

討 論 会 等 の 内 容

水利
・ 冬季湛水を行っていく上で、一番難 しい冬場の水 をどのよ うに確保 してい くのか。
・ 現在の水利権の枠で考えていくと、冬場の水の確保 は上流でダムを作 って水 を確保す るとい うよ う

な話 になって しま うが、環境用水 ・防火用水 ・地域用水にっいては良いのではないか とい う考 えも出

てきている。具体的な例 を作 り上げていくことが大切。
・ 調整水田の積極利用によ り谷津田の荒廃 を防 ぐことは出来ないか。

基盤 整備
・ 平地での基盤整備 は終わ り、谷津 田での基盤整備 が進め られ てい く中、重い工事費負担を強い られ

る所 も出て くる中で、基盤整備事業の役割は終わったのではないか。
・ 基盤整備を行っていない圃場では、現実的に稲作は出来 ない。
・ 田圃は、個人の財産 を投入 して行われ る生産の場。外か ら来て、環境 と言われても対応できない。

どの ように整備 してい くのか良い知恵 を出 し合 うような関係 を作 りたい。

分 科 会 の 課 題

今 後 の農家 ・市民
・ 大規模 な経営を求め られてい く中で、乾 田化 した 圃場 で科学肥料 ・農薬 を使 ってい くしかない。
・ エネル ギー 消費型 の農業 を持続 してい くのは難 しい のではないか。
・ 大規模化 して外国の安い 米に対応 して行 くよ うな方 向を 目指す ので はな く、伝統 を守 りなが ら

安心 して農業 が出来 る仕組 みについて考 えてい きたい。
・ 市民 の立場 として、米 を食べ る ときに 田圃の価値 を含 めて購入す る位 の気持 ちが必 要。

良い取 り組 みには、お金 を払 うとい うよ うな形 で発 言 して い くこ とが必 要。
・ 若 い人た ちは、いきな り農家 を継 ぐとい うのは難 しいか も しれないが 、体験 の場 を通 してその中で

農家 を志す人 も出て くる と思 う。

分 科 会 の提 言

今後も農業者 ・行政 ・市民が一体 となって話あえる場を作っていきたい。
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分科会の名称 里 山 と 文 化 ・伝 統

委員名と役割分担
分科会代表

記録係
実行委員

藤賢三 、

田桐義啓

平山喜人、福原経正

タ イ ム テ ー ブ ルJ

10：40～10：50趣 旨説 明 加 藤 腎 三t

10：50～11：20現 代 社 会 に お け る景観 の意 味 と里 山保 全 西 野 元

11：20～11：40地 域 資源 の再 発 見 とブ ル ー ・グ リー ン ツー リズ ム 小 川 信 次

11：40～12：00里 山 フ イー ル ドミュー ジア ム 島 立 理 子

12：00～13：00昼 食 、交 流

13：00～13：20安 久 山 の 里 地 里 山 と文 化 平 山喜 人

13：20～13：40地 域 社 会 と野 生 生 物 小 島 孝 夫

13：40～14：40パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン 「豊 山 の く ら しと文 化 」

コー デ ィネ ー タ ー 西 野 元

出席者数 41名

基 調 講 演 等 の 内 容

事 例 発 表

（1）現代社会におけ る景観の意味 と里 山保全 西野 元 国士館大学文学部

日本 の里 山景観 は 「春の小川」、 「朧月夜」 な ど童謡 中に表現 されている。 里 山に対する感性 も変わ って

ゆく可能1生もある。 はた して、里 山は今 と同 じ価値観 を持って次世代 に受け継がれてい くのだろ うか …

（2）地 域資源の再発見 とブルー ・グ リー ンツー リズ ム 小川信 次 （財）千葉県建設技術セ ンター

近頃 、里 山、里海 とい う言葉が使 われてい る。 これか らは、花鳥風月 の街 づ くりとともに里川 とい う

言葉 を使 って ゆきたい。 すでに、房総 の川 と海を回 るツアー…が始ま っている。

（3）里山フィール ドミュー ジア ム 島立理子 千葉県立 中央博物館

昨年 度のフィール ドミュー ジア ムでの活動 の 中で、地域で育まれた伝 統芸能 を担 う子供た ちの姿 に

彼 らの誇 りを感 じて感 動 した。観光 として紹介す るにはまだ 時間がかか るのでは

（4）安 久山の里地里山 と文化 平山喜人 飯高 の巨樹 と里 山物語

樹齢 お よそ、千 年 といわれ ているスダジイ が 自宅 にあ る。周辺 は安久 山の 里地里 山、学校 の元祖 といわれ

ている 日蓮宗 の寺の飯高檀林 があ り、今年 は自宅 をオー プンガーデ ンとして二 日間開催 した。

（5）地域社会 と野生生物 小 島孝夫 成城 大学文芸学部

古 くか ら言い伝 えられ た民話の中 に、た とえばサル ・カニ合戦 な どの里 山における生 き物 と人 との共生の形

が見えて くる。 この よ うな言い伝 えの中 に里 山保全の ための ヒン トが潜 んでい るのか も しれ ない．
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討 論 会 等 の 内 容

「里 山の暮 らし」

コーデ ィネー ター 西本 元

パ ネ ラー 小川信 次 島立理 子 平 山軍人 小島孝夫

西本 ： お話 しいただいた 内容にっいて焦点を絞 ってま とめていきたい。

先ず、 「里 山」 とは何か、 どう捉 えてい るか。

小川 ：里 山、里川、里海 と言 った広 い視 野か ら捉 えたい．人 と自然 とのかかわ り。

島立 ： 「里 山」 と言 う言葉 は全 く意 識 していない ．人 間と自然が折 り合い をつ け る対象 と考え る。

平 山 ：循 環型社 会の一形態。 自然サイ クル の輪の 中に 「里山」が あると思 う。循 環型社会 に復 帰 しない

と， これか らの人間社会 、地球社会が成 り行 かないのではないか。

小 島 ：人 間は 自然を必 要 とす るが、 自然 は人間を必要 としない。 自然の 中で人間 はど う暮 らして い くか。

西本 ：風 景 としての里 山、人 間が関わって出来 た里山、里山の保全 と言 うが、 これか らも里山 を残 して

い けるだろ うか。

小 島 ：千葉の谷津 田に 「とき」を呼ぶ活動 が進 んでい る。

〈 会 場 か らの質 問 〉

● 昔式に戻 したほ うがよい。例 えば米 の収量が30％ 減 って も経費 が30％ 減れば ±0で あるが、環境 改善
を考 えれ ばプラスだ。

● 谷津 田、 里山を無 くしてはいけない。 日本 人の心 の古 里 と して未来 に残すべ きだ。子供 たちに必要な

情操教育の根本 に必要。

● 里 山に限 らない。里川 あ り、里海あ りと思 う。それぞれの土 地の人 が守るべ き場所 と思 う。現在 、

例 えば山や川遊び は危険 と言って子供 を近づ けないが、方法 を考 えて 、 もっ と自然 の中に入 って行

けるよ うに。例 えば子供 た ちと虫取 りに山に入 ると新 しい発見 があ り、身近 な存在 になる。

● 自然 は怖 い、 と教 えるだけでな く、 自然の大切 さを教 える教育 が必要 と思 う。

そ の 他 特 筆 す べ き 内 容

「里 山とは何 か」 か ら話題が 広が り、 「里 山は残 してい けるの だろ うかJ、そ して 「里 山を残すに は どうすれ ば

よいのか」 とい うこ とが、共通の問題 となって きた。 童謡や 昔話、体験な どで、里 山の暮 らしが伝 え られ てきたの

で はないだ ろ うか ？

里山の四季折 々のす ば らしさを味わ うことのできる感性 は育てておかない と、里 山だけが残 って もその 感性 が

残 らない事態 を心配 しな くていい のだ ろ うか。 そのために、何か役 立っ ことがあ るとすれ ば 、昔か らの 四季 を感 じ

られ る童謡 な どを聞かせたい。
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分科会の名称 里山と観光

委員名と役割分担
分科会長

副分科会長

書 記
実行委員

瀧和夫

石井星守

千葉智雄

千葉雅弘 石井裕一 天野佳正 田中崇大

タイムテーブル
11：00～11：10

11：10～12：00

13：00～13：25

13：25～13：50

13：50～14：15

14：15～14：40

第6分科会（里山と観光）分科会長挨拶

千葉県の里山と観光のむか し・いま ・これから

講師 ：千葉県商工労働部参事 岩瀬 正夫

里山とエコツー リズム 講師 ：プロカメラマン 飯田 裕

里山と観光農業 講師 ：安房高等学校教諭 愛沢 伸雄

里山と公園 講師 ：千葉 自然学校 理事 浅井 信

意見交換 ・質疑応答

出席者数 32名

基 調 講 演等 の 内容

1） 里 山の維 持 と観 光

千葉県の里山は、全体的に見れば、標高が低 く特に北総地方 は低地で畑、草地や谷津 田が多く、気候 は温暖で

ある。安房上総地方 では棚 田や谷津田が見 られ樹林帯 としては常緑樹林、針葉樹林、落葉広葉樹林が交 じり合

い、秋の紅葉の時期は彩も交 じり合 う温暖 な土地柄である。

また海では黒潮と親潮が合流する地点でもあ り、植物や生物の南限、北限な ど合流地点が多 くみ られのるが特

徴である。

この里山を豊かな生活空間として残す視点から見た場合でも、観光資源 として活用 し、多 くの人 に親 しまれる

里 山にすることは有意義である。

〈 取 り組 み の ポイ ン ト〉

① 方 向性 ：里 山を千葉県の新 たな観 光資源 と して活かす。

② 背 景 ：21世 紀型観 光 と してス ロー ・体験 ・滞在 型、環境保全 や取 り戻 した時空に浸 る

旅行志 向の芽生 え。

③ 問題形成 ：過疎化 が進み里 山か ら人の手 が離 れ 自然荒廃 、生態系の循 環 に狂いが生 じてい る。

④ 問題解決 ：里山空 間の一部 を公 園化す る。

里 山を整 備 し、観光客 を誘客 し満足度 と共 に経 済効果 を求め る。

⑤ 過程 ・手順 ：手法、エ ビデ ンス ：ボ ランティア 、NPO、 千葉 自然学校 の活用 を して拠点 をつ く り

県全体 に広げて行 く。

⑥ 検 証 ：継続 的に問題 点 ・課題 を対処す る。
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2） 講演 内容

基調 講演で は岩瀬氏が 「①今 、なぜ 里 山公 園の実現化 が 求め られ るのか② 里 山 とは③ 里山の観光 へ の可能性④

言 葉の定義づけ⑤観光 のむか し、い ま、これか ら」 を講 演 した。

飯 田氏 は、スライ ドを使 用 して 「太 平洋のフィジー やイース ター 島、群馬 県 の事例 、房総 の里 山等の風 景」を映

写 しなが ら里山 とエ コツー リズムを語 った。

愛沢氏 は、歴 史 をひ も解 きなが ら長狭 高等 学校時代 に体験 した、 同地方 に多 くある棚 田を 中心 と した里 山につい

て、生徒 と共に行 った体験を語った。

浅井氏 は、NPO法 人 千葉 自然学校 の運営をも とで取 り組 んできた、新 しい概念 の下での公 園 と観光におけ る、

里 山の役 割 りについて語った。

3） 講i演の中か ら

① 里山とは 「生命 と自然が溶け合 う場」

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

である。 （「里 山空間」 の認識 ）

「自己 ・地域 を大切にす る心」が人々の誇 りにつなが る。

「地域の文化 ・財産へ の理解 」が””価値の認識 ””とな る。

里 山を語れ る人 （里山教室 の講獅 、ガイ ドな ど） の育成。

「異空間 （里 山空間 対 都 市空 間）の共有」の ため の交流 が生まれ る。

「モテナ シ」の 心は、生活の延長線 上に 「里 山観 光」 を成 立 させ る。

参加型 体験 （あるいは歴史的 ・風土 的必然性 に基づ いた）が必要である。

次世代へ の継承 を含め た長期 的な展望が必要 であ る。

「イベ ン ト参加者 の半分近 くは、県外か らの来訪者 であ る」 ことの認識 を持つ。

討論 会等の内容 参加 者が、里山関連 の人が大半 であった こと、また質 疑時 間が あま りなか った こ ともあ り、若

干 のコメン トを求める程度の質疑 に終 った。

分 科 会 の 結 論 と課 題

里 山の問題 として 、現状 にお いて は衰退 す る里 山を ど う保 全す るか 、里 山と人 の共 生 を ど う守 り、そ こか ら生

命 の息吹 を享受 す るか、な ど産業 の近代化のなかで押 しっぶ され そ うになっている 「自然 との共生」 を ど う取 り戻

す かにあるが、その中で、第6分 科会 は 、取組 が始め られ ている里 山に よる観 光につ いて、その意 義 を認 識 し、里

山の観光 をとお して 「里 山の維持 と観 光立県が両立で きる よ う」将 来の展 望に期待 を描 いて終 了 した。

千葉 県には 、首都 圏3000万 人 に提 供で きる 「里 山に抱 かれ た暖か な憩 いの場」があ るが、 そのた めのイ ン

フ ラ構築 が不十分で あるな ど、顧 客サイ ドか ら見 た課題 を探 る必要 がある。

分科 会 の 提 言
一般の人も参加す るような形に広報活動を広 げる必要がある。

そ の 他 特 筆 す べ き 内 容

会場はすばらしかった。しかし、大半の参加者 にとって遠すぎる。

反 省 等

会場 は都 市部 に した方が よい。 不便な場所で行 な うと、特定の限 られ た人のみが集 まるこ とにな る。

片 手まで取 り組 ま ざるを得 ない以 上、やむ を得 ないので あろ うが、 準備 段階の状況がわか りに くいこ とが多 く、少

な くとも 「決定事項」 「検討 中事項 」が一 目でわかるHPを 設 ける と良い と思 う。
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分科会の名称 里 山 と 水 循 環

i－ ＝

A

委員名 と役割分担

分科会代表 桑波田和子

分科会副代表 岡野武義

記録 桑波田 和子

実行委員 高橋晴雄、荒尾繁志、吉田正彦

タ イ ム テ ー ブ ル

10：50～11：00主 旨説明 ・自己紹介

☆ 事例 発 表

11：00～11：30「 勝 浦市大森の里 山か ら」 岡野武義 （み ど りのボランテ ィア）

11：30～12：00「 印旛 沼の水環境 改善につ いて」吉 田正彦 （千葉 県県土整備部河川 計画課

12：00～13：00昼 食 ・交流

13100～13：30「 水 田を活 用 した水質浄化モデル事業調査 か ら」石原 正規 氏 （我孫子市役所 ）

13：30～14：40

☆ ワー クシ ョップ （全員参加） （湧水保全 ・河川 ・水質浄化 の3グ ルー フ編 成）

出席者数 25名

基 調 講 演 等 の 内容

（1）勝 浦市大森 の里 山か ら 岡野 武義 （み ど りの ボランテ ィア）

千葉市に住 んでいて、勝浦市の大森 に里山を持っている方の里山の現状をお話いただきま した。大森は南総の

里 山で、奥山型である。谷津頭からしみだ した水は、田んぼを潤 し分水嶺のため大多喜の方に流れやがて夷隅川

となり太平洋に流れ 出る。谷津頭には産廃が埋められ、里山は手入れがなされず雨が降ると、一気 に川に流れ川

底を削り土砂や木で沼は埋まっている。

また地域的に猪や鹿が出没 し田んぼには柵が張り巡 らされ、この柵の維持も大変である。年々田んぼが耕作さ

れなくなっている。里山の手入れをやめると産廃の捨て場 にな り水が汚れ、保水性 も失 う。里山を産廃被害から

守るためには地元の人たちが 自覚 しないと難 しい し、行政を動かすに してもまずは地元の人の理解 と団結が必要

となる。

（2）印旛 沼の水環境 改善 につ いて 吉 田 正 彦 （千葉県県土整備 部河川 計画課 ）

「恵む豊かな印旛沼の再生に向けて」とい う、印旛沼流域水循環健全化緊急行動計画の概要をお話いただい
た。 「恵みの沼」の復活は、長期間の努力が必要である。そのために30年 後 （2030年）を 「恵みの沼」の再生の目

標年次 として設定 し、 「印旛沼方式」の考えを取 り入れた 「印旛沼流域水循環健全化計画 （長期構想）」を策定 し

た。

住民と行政が一体となって、2010年 を目安に早期に実現可能な取 り組み と役割分担を明確に した、 「緊急行動

計画」を策定 し取 り組みの内容の説明がなされた。

水清 く、自然の恵みにあふれ、穏やかで豊かな印旛沼を再生するために、流域の皆さんの役割を確認 し、共同

して取 り組みが必要である。
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（3．） 「水 田を活用 した水質浄化モデル事業調査 か ら」 石原 正規 （我 孫子市役所 ）

「水田を活用 した水質浄化モデル事業調査のまとめ」から手賀沼干拓地の我孫子市の3箇所の水田で、それぞれ施

肥量を変え通常の水稲耕作を3年間にかけ行い、土壌、水質や水質汚濁物質の負荷量の変化 、収穫量の違いなど調

査の報告をお聞きしま した。

調査結果から、実現可能な手賀沼にや さしい水田耕作方法は、節水型水管理による慣行施肥半量と考えられる。

この耕作方法を広げる環境保全型農業政策の確立 を図っていくとのことでした。 また水 田による水質汚濁負荷削減

効果の試算（リン削減量を例に して）を、河川浄化施設 と比較すると、水田は水質浄化のための経済効果があること

が試算できた との報告がなされました。

討 論 会 等 の 内 容

湧水保全 ・河 川 ・水質浄化 の3グ ルー プに よるワー クシ ョップの予 定だった が、人数 の関係 もあ り、全員 で午前

の事例発表を基 に、フ リー トーキ ングで、私 たち に出来 ることは何 か を考 えてみま した。

＊

＊

＊

＊

個人個人 が水 とい うもの を通 して、 自分の周 りを良 く見 る・知 る必要がある。

水 の循環 とい う意味で流域の もつ役 割分担 があ るこ とを理解 す る。

（市民 が汚 した水 は市民が浄化す る）

子供 たちが 自由に遊べ る水辺 を作 り、親子 あ るいは専門家を交 えて、水 ・自然環境 な ど一緒 に

考 える仕組み を作 りたい。ま た子供 に考 える力 を持 たせ たい。

生活様 式 の改善 に伴 う水環境 ・自然環境 な どに対す る意識 に、上 流 と下流で温度差 が生 じてい る、

これ を調整す る仕組みづ く りが必要。

＊ 豊 かな 自然 を残 してい くとい うことで住民 の一人一人 が行動 す ることが大 切。

＊ 里 山の もつ保水機 能等 のために、里 山の活性 化が必要 である。活性化す るこ とで 里山に人の手

が はい り、 そこで生活でき る基盤が出来上が る。

分 科 会 の 課 題

水循 環は単独 では解決 しない。他 の分科 会 （稲作 ・水、文化 ・伝 統、生物 ・ビオ トープ、残土 ・産廃、政策 等）との

連 帯 も必 要 と思 う。 さらに安 全でおい しい水を飲 み たい とい う願望 は皆 がもって いる。

利根川 水系 ・手賀 沼・印旛 沼の水 が めを利用 してわれわれ は、 自然 の豊 かな里 山が活性化す るた めに何か行動 を起

こす必要 がある。そのために里山で 出来たおい しいお米 を買 って くだ さい ！
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分科会の名称 里 山 と生物 ・ビオ トー プ

，急

麺鱈
rl一這 竺

委 員名 と役 割 分 担

田中正彦 （代表）

網代春男 （副代表）

木幡英雄 （記録係）

実行委員 ：横山武，鈴木俊輔，染谷辿夫，高木純一，三輪浩司，笹子全宏，高木晋，越川重治

当日スタッフ ：橋本早苗，三輪妙子，前野優子，舘野光輝

タ イ ム テ ー ブ ル

10：50～12：00第 一部

分科会趣 旨説明な ど

く事例発表 〉 （各13分 ）

1．10：50～11：03

2．11：03～11：16

3．11：16～11：29

4．11：29～11：42

5．11：42～11：55

田中 正彦 （分科会代表）

「里山での植物観察を通 じて」 細川 隆 （茂原高校）

「昆虫か ら見た里山の変化」 椀 真史 （厚木市郷土資料館 ）

「淡水魚類からみた谷津 田の生物多様性」 田中 正彦 （損橋高校）

「アカガエル類の卵塊モニタリング調査 と谷津田保全」 長谷川 雅美 （東邦大学）

「鳥の目で見た里山の生物多様性」 越川 重治 （都市鳥研究会）

12：00～13：00 昼 食

13：00～14：40第 二部

くパネルデ ィスカ ッシ ョン〉

コーデ ィネー ター ：長谷川 雅美

パネ ラー ：第一 部の発表者 ＋竹重 貴志 （県 自然保護 課）熊谷宏 尚 （県環境政策課 ）

出席者数 55名
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基調講演等の内容

1． 事 例 発 表

1． 細川 （植 物） ：里山には いろい ろな環境 が見 られ る。 作物な ども重 要な要素であ る。 里 山観察会 を通 して、

多様 な環境 を見 る目を養 うこ とがで きる。里 山は安全 で、小 さい子 どもで も多様な空 間に飽 きる ことがない。 下草

刈 りをす ることで、アズマネザサの侵入を防 ぐこ とがで きる。

2． 椀 （昆虫 ） ：昆 虫につ いては、里 山だ けが特 に多い とい うわけで はない。10年 間にわた る二次林縁 での蝶の

調査か ら、管理す るとク ロヒカゲ が増 えるが、 ヒカ ゲチ ョウな ど減少す る もの もあった。管 理の仕 方 は農 家 に学ぶ

と良い。

3． 魚 類 （田中） ：佐倉市での魚類調査では 、確認 できた21種 の うちホ トケ ドジ ョウ，スナヤ ツメ，メダカな ど

の貴重種 は、大 きな河川 よ り谷津 田を流れ る小 さな土水路 に生息 している ことが分かった。 人が水 路の泥上 げな ど

の管理 をす ることで、 こ うした貴重種 を含む多様な生物 の生息環境 が維持 されて いる。 田んぼ と水 路に段 差がない

ことも多様性 を維持す る上で重要である。

4． 両生類 （長谷川 ） ：圃場 整備に よ り、ニホ ンアカ ガエルが激減 した。 しか し、谷津 田を復 田す ることで、見

事 にニホ ンアカガエル が復活 した。権現森 では、水 田1haあ た り427kgの カエル が見 られ た。

5． 鳥 類 （越 川） ：里山には2つ の多様性 （空間的多様性 ，時間的多様性）があ る。笹刈 りな どの林床管理 をす

るこ とで 、 フク ロウや エナ ガ，シジュ ウカラ，エナガ などの鳥類が増 えるが、 ウグイスは減少す る。 近年 ウグイス

や ホ トトギスの増加 は、笹 を刈 らな くなったか らではないか。火入 れ を しないで ヨシ原 を放置す ると、2～3年 でオ

オ ヨシ キ リが減 少 して くる。徹底 的な管理 は良 くな く、い ろいろな環境をモザイ ク状 に残 してお くこ とが 大切 であ

る

ox ＿ 　

ll． ハ 不 ル ァ ィ ス カ ッ シ ョ ン

事例発表に対す る会 場か らの質 問，参加者 の体験事例 ・提言， パネ ラーのま とめの順 で進行 した。

〈会場か らの質 問〉

刈 り取った方 が よい ヨシができ るのはなぜ か。 なぜ 乾 田が増 えるのか。 白鳥 の餌付 けに対 して どう考 えるか。

タ コノア シは どんな所 に生 えるのか。乾 田化 によって 人間へ の影響 はあるのか 。生物 がいた方が良 いのだが、農業

との関わ りを ど うす る。な ど

く参加者 の体験 〉

アズマネ ザサ の増殖 によ り、 コジ ュケイが減 った。 ア ズマネザサ をど う扱 っていけば よいか。笹 が増えたおか

げで、 ウグイスが増えた。昔は生活の中で笹 を利用 していた。イ ノシシ （イ ノブタ） が増 えて困 ってい る。水路 に

穴 を掘った りして鯉蓋 につながる ことも考 え られ る。な ど

くパネ ラーま とめ〉

細川 ： 「里 山保全 」が教科書に掲載 され るよ うにな り、子 ども達 にも状況 を伝 えてい きた い。活 動 に対 しても好

意 的に見 て くれ るこ とが多 く、励み にな る。

椀 ：虫は50％ を 占める。 里山の虫は手に取 るこ とがで き生 き物 の躍動 が感 じられ る。里 山の親 善大使 。ぜひ 虫

に も目を向けて欲 しい。

田中 ：伝統的 な農業 を受 け継 ぐこ とが 生物多様i性に も良いのではないか。市 民 と一緒 に ど うや って田んぼや 山を

利 用 していけばよいのかを考 えていきたい。

越川 ：アカガエル が減 ってきている。 オ タマ ジャクシを初 めて見 る とい う人 が増 えてい る。 これ か らど うなるの

か。里 山を守 る＝我 々の原点 ・文化 を守 とい うこ とで とて も大事な ことだ。

長谷川 ：里 山保全 にっいて もっ とプロっぼ く考 えてい きたい。

竹重 （県 自然保護課） ：昔 はた くさん いた生 物が見 られ ない。今 までは、開発 しないで （手をつけ ない で）環境

保 全す るこ とを して きた。里 山＝ビオ トー プ とい う観点 か ら行政的 にも個人 的に も考えて いきたい。

熊谷 ・（県環境政策課） ：千葉 環境 再生基金， 里 山条例を利 用 した保全が可能 であろ う。里 山も含 め、農 業，林業

を保全 してい くことは難 しいが、 これ か ら考 えてい くこ とは多い

分 科 会 の 提 言

結論を出すことは目的 としなかった。 しか し 「伝統的な農林業の方法を受 け継 ぐことが、人間を含 めた生物多様

性 を維持 してい くことに欠かせない」とい うことであろう。
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分科会の名称 里 山 と残土 ・産廃
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委員名と役割分担

委員長

副委員長

記録係

事務係

川本幸立

井村弘子

半澤勝男、鈴木紀靖

井上由紀子、末統和枝

タ イ ム テ ー ブ ル

10：50～11：00委 員長挨拶

11：00～13：30昼 休み をは さみ各地 か らの報告

（木更 津 ・君津 ・市原 ・千葉 市） （千葉県農薬 空中散布）

13：30～14：45

千葉県環境生活部 産業廃棄物課 小柴 主幹 、林副 主幹

同 水質保全課 守課 長

千葉県農林水産部 林務課 福 山室長

4氏 の 出席 をいただいて、挨拶後参加 者 を交 えて、それ ぞれ に意 見 をまた回答 を求めた。

出席者数 65名

基調講演討論会等の内容

1． 住民が反対 してもなぜ処分場を許可するのか

2． 不法投棄 された産廃をこれからどうするのか。財源を含めた対策は ？

3． 許可する行政の態度は書類のみの審査でいずれ起こる問題まで考慮されてない。

すべて業者よりで、市民の声は無視されてる。市民、県民の立場を重視 した改革を。

4． 県の産廃条例は、施設に看板を掲げた りダンプにステッカーを貼った りするようになっているが、

見かけたことが無い。 どうなっているのか。また許可件数はどのくらいか。

5， 産廃の混 じった残土があるが、どの程度なら残土なのか。

6． 県外からの持込は、各自の県ですべきと思 うが、なぜそ うなるのか。

7． 空中散布で、病人が出ているのにそれを認めず、続行するようなことは、残土 ・産廃でも同じ事で許可

を した 後 の 管理 とい うこ とを しない か ら、エ ヌ ・テ ィ ・エル の よ うな広 大 な残 土 に広 が って い って しま う

のではないか。

8． 残土が畑になるという例が白井市にあるが、残土から林の立ち枯れ とい うこともある。検査 して大丈夫な ら大丈夫とい

うことなのか。

9． 残土条例で、土地所有者の責任 ・義務の規定ができたというが、県ではそれを地権者当てにしらせるとい うことをしてい

るのか。

10．水源保護のための 「ゾーンでの水源保護」 「立地規制」はできないか。

11．いま、安定型処分場の裁判をしているが、裁判所は、安定型品目に有害物が付着 しているとい うが、県は 「安定型品目は有

害ではない、そのような決まりになっているか ら水処理施設は要らない。シー トも敷かなくてよい」という。若 しこれが本訴

で決まった場合、林地開発も、産廃課も、水質保全課も立場がなくなってしまうのではないか。今の法律や条令から踏み出 し

て考えてもらいたい。

12．安定型処分場でも水処理施設は必要ないといいながら、県でや らせているところもある。営業権 と所有権、人命に直結する

仕事をどちらを向いてやっているのかということにな ります。

司会者か ら 今までの話をまとめます と 「実態と現実」を直視する。もう一っは 「未然防止」それ と行政の 「厳格な公平な姿勢

と指導」そ して制度化 「住民への説明責任を果たす」何よりも、人の生命 と安心を尊重するということの合意ではないか と思

います。簡単ですが分科会はこれで閉じます。県の方々ありがとうございました。
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分 科 会 の 結 論 と課 題

全国でワース トワンと新聞紙上にも発表 された千葉県の不法投棄問題 もあることから、私 ども残土ネッ トでは

参加者にも呼びかけて、もう一度県の担当の方々と話 し合いたいと申し込みをしてあります。このような不便な会

場 にこれだけの方々の参加をいただいたとい うことは残土 ・産廃への千葉県の取 り組みが変わ らなければ千葉

県は変 わらない。里山は守っていかれない とい う多 くの方々のご意志の現われ と思います。大変 よい会がで

きま した ことを感謝いた します。

分 科 会 へ の 提 言

里 山を守 ろ うと沢 山の分科会が 立 ち上 が りま した。 お互い の活動 を知 って今 後 もや ってい きたい と思います。

自分たちの活動 の紹介 とい うことで、 「残 土 ・産廃」 はみな さまにその実 態 を知 って いただ くとい う意味 で残土 ・

産廃 の見学会 を したい と思 ってお ります。

反 省

参加人数 の掌握がで きな くて沢 山の方 々に迷 惑 をか けま した。 ①席 が無か った。② 資料 が足 りな くな った。

時間が 足 りなかったので、すべてが 走 りこみ の形 になって しまいま したが、この よ うな ときの対応策 を考 えなくて

は いけない と思 ってお ります 。

そ の 他 特 記 事 項

分科会 のま とめ発言 （大ホー ル） 川本幸立氏

4月28日 環境省が発 表 しま した全 国の産 廃の不 法投棄 、これが2500件 、1100万 トン。 その内千葉 は ど う

か とい うと、877件 、388万 トン余 り。っ ま り全国 の三分 の一 の不法産廃 が千葉 に集 中 してい る。 里山 に投棄

され た残 土産廃 、里山は水源 地です 、水が汚染 され ます 。将来 の子 孫まで含 め長期 にわたって 、取 り返 しのつかな

い水汚染 が生 じます。 そ うした点が非常に問題 だ と考えます 。

第9分 科会 は51名 参加 し会 場はあふれ る くらいで した。報告 は、NTLと い う業者 に苦 しむ 市原の 市民 、それ と富

津天 羽の方、千葉 市の4名 が行いま した。

午 後は行 政の産廃 ・水 質の4名 の方 が行政 の施策 と参加者 と意 見交換をお こないま した。

NTLは 市原 に200万m3の 残 土を投 棄 し、そ して それ が5回 にわたって崩落事故 を起 こす と言 うこ とで、 これ

に関 して は、地元住 民の方 か ら、県の業者 に対す る非常 にあまい姿勢 が厳 しく糾 弾 され ま した。大 きな違反行為 が

あったに もかかわ らず 、県は違反 に対す る確認や 、究明が極 めてあいまい で、被害者

の立ち会 いな しで、完 了す るな ど事業者 の方法に輪をかけて 、今ま で違反 を見逃 して きた県 の無責任 な対応 に私達

は大きな怒 りと戸惑い を感 じま した。

守って くれ るはずだ と思 っていた行政 が、実はそ うではなかった。天羽 ・富津 の方た ちはいま差 し止 め裁 判 を し

て います 。100万m3の 処分場 のす ぐそ ばで井戸水 を使 って います。住 民の生命 の安全 をかけた取 り組 み を続 け

てお られ ます。 そ こで2002年2月18日 、千葉 地方裁判所 は、 「汚染 され た地下水 が井 戸水 に流入す ることで

健康被害 を受 け る蓋然性は極 めて高 い。 」 「建設使用 お よび操業 してはな らない 」 と現状保全 を認 め る決定 を出 し

ま した。 こ うい うこ とが報告 され ま した。

そ うい う中で私達が確認 した基本 姿勢 としま して、まず実態 を直視 分析 す る。 安定型処分場 だか ら、残 土だか ら

安全 だ とい うこ とではなく、本 当にこれが 安全 なのか。 とい うこ とを現地 できちっ と見 る ことをや るこ とです。 そ

れか ら事業者へ の厳格 な指導 、なぜ許 可を取 り消 さないのか。そ して制度化 、水源法 は水質で は無 くて、水 源その

もの を守 ろ う、そ して生命の安全 安心を優先 しよ う。 そ して何 よ りも未然防止 し、予防 とい う安全性 の考え方 に

のっ とってお こなお う。そ して不安 を感 じる住民 への説 明責任 を果 たす産廃残土 の行政 をっ くってい く必要 が ある

のではな いか。最後 に 「脱産廃、残土宣言 」を是非千葉 で出 していただ きた い。
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分科会の名称 里 山 と 芸 術

委 員 名 と役 割 分 担

分科会代表 小堀修司

副分科会代表 上島浩美

記録 片岡大樹

実行委員 栗原裕治、瀧 田強志、陰山祐一、小林 正幸、 高橋 小織、大司美智子、

山田聖子、斉藤 えりか、大島賢一

タ イ ム テ ー ブ ル

第1部 ワー ク シ ョ ップ

10時40分 ・楽器制作＆ ワー クシ ョップ

11時40分 ・グル ー一プ毎の発 表、2グ ルー プ合 わせて のセ ッシ ョン

12時30分 ・お昼休憩

13時30分 ・楽器制作 ワー クシ ョップ

第2部 ラ ウン ドテ ー ブル

13時50分 ～ 感想 を発 表、 「も う一度実施 で きると した らどの よ うに したいか ？」、 「里 山 と芸術 は どの よ う

に関わ りうるか 」

＊ 予定では午前中が ワーク シ ョップ、午後が ラウン ドテーブル で したが、予想以上 の ワー クシ ョップの盛 り

上が りが あったため、スケ ジュール を変更 しま した。

出席者数 27名

基 調 講 演 等 の 内 容

［第1部 ワー クシップ］

午前 中と午後 の前半は、参加者が2グ ル ープに分かれて、竹 を利用 した 楽器 づ く りと、つ くった楽器 を使 用 し

た グル ープ ごとのパ フォーマ ンス を行 いま した。主 に作 られ た楽器 は横 笛、鳥笛、太鼓 な どで、パ フォーマ ンス

で は、べ一 ス となる リズム を1人 が刻み始 め、そ こに他 のメンバーが 自由に加 わ ってい くとい う方 法で作 曲 しま

した。 晴天 に も恵まれ 、楽器 制作 と即興の 曲づ く りは非 常 に盛 り上 が り、充実 した時 間を過 ごす 事が できま し

た。 「音 が出た ！」 と喜ぶ姿が印象的で した。

［第2部 ラウン ドテーブル］

午後 の後半 か らは 、ワー クシ ョップの感想 を もとに、 「里 山や 自然 に関 わ って い くた めの きっかけ と して の

アー ト」をテ ーマに ラ ウン ドテー ブル を行 いま した。 次に実 践す るな らどの よ うに したいか とい う事 か ら、分科

会 で出会っ た方 々の今後 につ なが る話 し合い を しま した。 「竹 や木材 を と りにい く事 か ら、や ってみたい 」 「里

山の中で演奏 してみ たい」 といった内容 的なアイデ ィアか ら、 「千葉 アー トネ ッ トワー ク ・プ ロジ ェク トとい う

団体 に加 わ ってみ るの は どうか」 とい う具体 的な立ち上 げ方法 まで様 々な意見交換 をす る事ができま した。
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分 科 会 の 結 論

い わ ゆるデ ィスカ ッシ ョン とい う形 を とらなかったの で、 明確 な結 論 とい うのは 出て いませ ん。 しか し、ワー

クシ ョップ体験 を通 して、芸術 は里山 と関わってい く上で、楽 しく、またそれ 故に問題 提起的な方 法の1つ として

有 効であ るとい う事 が確認で きま した。そ して、次への活動 を目指 した団体 ・個 人の結 びつ きが生まれま した。

分 科 会 の課 題

最 も重要な成果であった出会いを次へ と生かし、里山、 自然 と関わった実践を生み出 してい く事が各参加者に

求められる。

分 科 会 の 提 言

課題を実践 していくに当た り、行政の方からの多面的なバックア ップが必要。

他の分野から里山に関わ る際にも1つ のアプローチ として芸術を認識 して頂 き、新たな提携関係などが生まれる
ことを望む。

反省 等

全体的にスケジュールがタイ トす ぎた事

参加者数が少なかった事 （＝広報不足）
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分科会の名称 里山と政策

委 員 名 と役 割 分 担

実行委員 ：小西由希子 （分科会代表）、久保浩 （分科会副代表）、小野鈴子、柳沢吉則
当日スタッフ ：南川忠男，柳沼薫，成 田茂子 ，佐々木典子、井 口和子、山口由富子、伊原香奈子

稲葉 （江戸川大学環境情報学科4年 ）、平井 （同2年 ）

タイムテー ブル
10：40～11：10

11：10～11：40

11：40～12：00

12：00～13：00

13：00～13：30

13：30～14：35

趣 旨説明、実行委員 自己紹介

農地法のお話 ・・岩井洋氏 （千葉県農林水産部農地課）

田んぼの市民農園の実践事例 ・・所英亮氏 （元多古町農業委員会会長）

昼食、交流

市民農園 （設置 目的 と事例 練馬方式 ほか）大江靖雄氏 （千葉大学園芸学部教授）

消費者 と生産者をっなぐ・・戎谷徹也氏 （大地を守る会職員）

意見交換、質疑応答

※ 佐倉市の農業者 山崎新市氏は、ユ リの出荷でご多忙のためご出席願 えませんでした。
※ このほか、千葉県農林水産部農業政策課か ら清水芳明氏が参加 して下さいま した。

出席者数 46名

基 調 講 演 等 の 内容 （1）

（1）農地法について 岩井洋氏 （千葉県農林水産部農地課）

農業を守るために自作農を標榜 し、その地位 を安定 させ、農地の 自由売買を規制するために昭和27年 に農

地法が制定され、更に今までに4回 の大きな改正が実施された。その背景と内容について詳 しい説明がなさ

れた。特に昭和45年 の大改正は賃貸に許可な しの届け出 も認 められ る借地法も含めた農地経営 の改善に

寄与 した。現行法の体系と構成について権利移動及び転用の制限を記述 した3条 から5条 を現在の都市化 と

農地の観点で説明された。
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基 調 講 演 等 の 内容 （2）

（2） 田んぼの市民農園の実践事例 所英 亮氏 （元 多古町農 業委員会会長）
10年 前に多古町で、実施された農家が開設する市民農園で当時の推進者が経緯 と苦労を話された。減反せず産

直を課題 として農地法や食管法に抵触せずに農地所有者でない方でも 「農園利用方式」で利用計画 を結ぶことによ

りできるようになった。最初150ha、5000人 でスター トし、今はその8割 くらいの面積で維持 している。利

用者は農家の指導を受 け、すべての作業でなく種まき、田植 え、稲刈 りなどのそれぞれのステージの一部の作業に

参加をすることにより、収穫 したお米は利用者の物 とな ります。なお、通常の耕作は開設者 （農家）が行います。

契約料金 （1区画125平 方メー トルあた り、約35000円 一はじめた当時の価格）の前払いなので農家に

とってもメリットがある。

（3） 市民農 園の設置 目的 と事例 大江靖雄 氏 （千葉大学 園芸学部教 授）

生産者 と消費者の交流を通 じた参加型 の農地のあり方の良い事例 として、農業者が中心的役割を担った 「練馬方

式」及び農業生産法人 「青空農園」での実践市民農園が説明された。農地法の適用除外として平成元年に市民農園

が法的に認知され、更に生産緑地 としての優遇 もされるようになった。体験型 レクリエーション農園から発展 し、

技術指導者 と受講者 との関係 を発展 させ、熱心な消費者と農家が出資 し、本格的な無農薬栽培など生産のパー ト

ナーを形成 しはじめた。今後の見通 しとして産廃業者 も参入する恐れがあるが、特区制度の活用も望まれる。虫食

い的な土地転用を脱皮する画期的な景観法が審議 されはじめたのが喜ばしいし、自治体指定のNPO等 が耕作放棄

地を借 りて耕作することが可能 となってくるだろ う。

（4）消費者 と生産者 をっな ぐ 戎谷徹也 氏 （大 地を守 る会職 員）

小学校の総合学習で米作りの授業のお手伝いを しているが、そこでは子供達になぜ 日本でお米が主食になったの

かやモンスーン地帯の特徴、田んぼの保水機能などの説 明をしている。15年まえより13aの水 田を農家から借 り、毎

年約150人 の市民に米作 りを体験 してもらっている。生物の多様性 を考えて実験田的なことも実施 してお り、例えば

海の ミネラルを入れようと三番瀬の海藻アオサ （青潮の原 因になる）を採って水田に活用する実験を今年か ら開始 し

た。乾燥 させたアオサは鶏のエサにもなる。
「海が田を耕し、有機農業が海を救 う」 という言葉も紹介された。」

（5）会 場 よ り

会場より、休耕 田での市民参加 の米づ くりなど、具体的な活動について質問が多 くあった。また、里山保全を

す る農家への補助制度 についての質問もあった

まずは、市民が農業者 との交流を深めて現状をよく知 ること。次に、里山保全に当たっては農業者がきちんと関

わることが大切であること。すなわち農業者による里山保全の推進のための施策展開が必要であること。 さらに、

消費者 として米や地場の野菜を食べ続けることが農業 を支え、ひいては里山保全につながることになることが確認

された。

千葉県の農林水産政策課の職員の方にもきていただいていたが、お話をお伺いする時間がなかった。今後、国や

千葉県の農業政策について、お話 しをうかが う会をもつ予定である。

分 科 会 の提 言

まずは、市民が農業者との交流 を深めて現状 をよく知ること。次に、里山保全に当たっては農業者がきちんと関

わることが大切であること。すなわち農業者による里山保全の推進のための施策展開が必要であること。 さらに・

消費者 として米や地場の野菜を食べ続けることが農業を支え、ひいては里山保全につながることになることが確認

された。
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里山シンポジウムアンケート集計表

里山シンポジウムの一般参加者を対象としたアンケートの集計結果

（件 ） （％）

質問事項 回 答 回 答 割 合 備 考
A問1 里山フェスティバルを何で知りましたか 市町村などの広報誌 3 2％

テレビ、新聞等 1 1％

パンフレット、チラシ 46 36％

その他 77 61％

計 127＼
問2 里山フェスティバルの行事になかで何に興味をも
たれましたか

里山シンポジウム 103 86％

里山活動体験 14 12％

里山の市 ’ 3 3％

計 120＼
問3 今後このような里山フェスティバルを続けていきた
いと思っていますが、どのような内容が良いと思

いますか

里山シンポジウム 106 52％

里山活動体験 68 33％

里山の市 20 10％

その他 11 5％

計 205一
B問1 里山に関心がありますか 関心ない 6 5％

関心がある 58 46％

大変関心がある 62 49％

計 126＼
問2 問1で2・3に回答されたについてお尋ねします、里
山との関心のある分野はどのようなものですか

（最も関心のある分野）

里山と教育・学習 32 17％

里山と医療・福祉 16 9％

里山と森林・林業 37 20％

里山と稲作・水田 24 13％

里山と文化・伝統 10 5％

里山と観光 17 9％

里山と水循環 8 4％

里 山と生物 ・ビオ トープ 22 12％

里山と残土・産廃 6 3％

里 山と芸術 ・アート 0 0％

里山と政策 13 7％

計 185＼
（関心のある分野） 里山と教育・学習 37 11％

里山と医療・福祉 29 8％

里山と森林・林業 34 10％

里山と稲作・水田 42 12％

里山と文化・伝統 35 10％

里山と観光 36 10％

里山と水循環 36 10％

里 山と生物 ・ビオトープ 30 9％

里山と残土・産廃 28 8％

里 山と芸 術 ・アート 12 3％

里山と政策 30 9％

計 349＼
問3 里山とのかかわりをお持ちですか ない 49 41％

ある 71 59％

計 120＼
問4 里山との関係はどのようですか 農業従事者 11 9％

地権者 6 5％

市民個人 34 27％

NPO 21 17％

団体・組合 9 7％

行政（県） 4 3％

行政（市町村） 9 7％

研究者 6 5％

企業 5 4％

その他 21 17％

計 126＼
問7 参加したい 70 63％

参加したいが時間がない 40 36％

参加したくない 2 2％

計 112一
問8 里山保全をすすめる為に、ネットワークの中間で
今後シンポジウムや勉強会、イベント、里山新聞

等の発行など企画していきますが、やってみたい
と思いますか

やってみたい 47 45％

やりたいが時間がない 53 51％

やりたくない 4 4％

計 104＼ ＼
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第1回 里 山フェステ ィバル の概 要

1開 催趣 旨

5H18日 の 「里 山の 日」は，県民の間 に，広 く里 山の保全，整備及び活用 についての関心及

び理解 を深める とともに，積極的にこれ ら活動 に参加す る意欲 を高 めるた め里 山条例で設 け られ

た。 このため，その趣 旨にふ さわ しい，県民誰 もが参加 できる行事 として、第1回 里 山フェステ

ィバル を開催す る。

2開 催 期 日 ・場所

平成16年5． 月15日 （土）

木更 津 市 か ず さア カデ ミアパ ー ク

3主 催者等

主 催

協 力

実施組織

千葉県、（社）千葉県緑化推進委員会、里 山シンポ ジウム実行委員会

木更津市、君津市

【里山活動体験】

千葉県み どりのボランテ ィア

【里山の市】

千葉県森林組合連合会、 （社）千葉県緑化推進委員会 、千葉県特用林産振 興会 、

千葉県林業研究会、千葉県木材振興協会 （かず さあすなろ会）、 （財）千葉 県観光

公社、 （企）千葉県森林整備協会、君津市森林組合 、市原市森林組合、安房 西部

森林組合、東京湾観 光連盟、君津市農業協同組合 、生活協同組合ちばコープ

【その他】

（財）かず さディー ・エヌ ・エー研 究所 、㈱かず さアカデ ミアパーク、伊藤 忠商

事㈱、 日本赤十字社 千葉県支部 、㈱富葉印刷

第1回 里山フェステ ィバル実行委員会 （会長 磯貝正尚農林水産部長）

4開 催 内容及び参加人員

（1）里 山シンポジ ウム （かず さアカデ ミアホール）

（2）里 山活動体験 （かず さ1号 公 園）

（3）里 山の市 （同上）

約600人

約100人

約300人 合計約1，000人

5事 務局員

千葉県，（社）千葉県緑化推進委員会並びに木更津市及び君津市職員等 45人

「第1回 里 山フェスティバル開催報告書」

平成16年8月 発行
●

編集 ・発 行

第1回 里 山 フェ ステ ィバル 実 行委 員 会

T260－8667千 葉 市 中央 区市場 町1－1

千葉 県農 林 水産 部 み ど り推 進 課 内

TELO43（223）3684FAXO43（224）4108






